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「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」
で
す
!!
 

「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」
で
す
!!
 

「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」
で
す
!!
 

「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」
で
す
!!
 

コウノトリ・オオサンショウウオのキャラクター名称が
「コーちゃん」「オーちゃん」に決定！！

　７月７日、市が募集していたコウノトリ（市の鳥）とオオサンショウ
ウオ（市の両生類）のキャラクター名称が ｢コーちゃん」「オーちゃん」
に決定し、名称発表会を市役所前で行いました。
　名称発表会には、｢コーちゃん」採用者（４９人）を代表して、五荘小学
校５年の宮垣 芽  依 さん（右）、｢オーちゃん」採用者（２６人）を代表して五

め い

荘小学校４年の三浦 颯  真 くん（左）、｢コーちゃん」｢オーちゃん」両方の
そう ま

名称採用者（１２人）を代表して城崎小学校５年の小田垣 美  咲 さん（中央）
み さき

が、学校の授業を終えてかけつけてくれました。
　今後、さまざまなイベントに登場し、環境施策や生物多様性等につ
いてＰＲします。みんなに会いに行きますので、ヨロシクね！！
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祢布ヶ森遺跡第41次調査で 
木簡203点出土（県内最多） 
日本で初めて中国最古の詩集『詩経』の一部を書いた木簡も 

に　ょ　う　　 が　　  もり 

し  きょう 

もっ　　かん 

　市教育委員会（出土文化財管理センター、但馬国府・国分寺
館）では、４月３０日から５月１３日まで、日高町祢布にある祢
布ヶ森遺跡の発掘調査を実施しました。調査は、民間の店舗建
設に伴うもので、造成工事で遺跡が削られる部分を、東西約２
ｍ、南北約５０ｍの範囲で行いました。
　その結果、水田面から深さ２５ｃｍの所で、平安時代の遺構を
確認、さらに南北２０ｍにわたって 濠 を発見しました。濠は深い

ほり

所で７０ｃｍあり、中からは、自然木や木製品、建築部材などの
たくさんの木に混じって、木簡２０３点が出土しました。２０３点と
いう木簡の出土数は、県内で最多です。
　木簡の中には、日本で初めてとなる中国最古の詩集『 詩  経 』

し きょう

の注釈書の一部を書いたもののほか、「 五  百  井  女  王 」の名前が
い お いの じょ おう

書かれたもの、「 城 埼   郡（原文のまま）」から 茜 を送った際に付
きの さき あかね

けた付札、「弘仁四年」（西暦８１３年）の年号を書いたものなど
がありました。
　祢布ヶ森遺跡は、今までの発掘調査で延暦２３年（８０４年）に移
転をした但馬国府の跡と考えられていました。今回の木簡はそ
れをさらに裏付けるとともに、国府における役人たちの姿をほ
うふつさせる大きな発見となりました。

《問合せ》但馬国府・国分寺館　�４２－６１１１

▲木簡が出土した濠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
瓠
苞 

□
在
在
　
在
右
右
右
□ 

淒
寒
風
也
谷
風
曰
東
風
健
児
長
（
長
さ
３
９
５
ミ
リ
） 

▲

詩
経
の
一
部
が
書
か
れ
た
木
簡
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■
県
内
最
多
の
木
簡

　

祢
布
ヶ
森
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
に　
16

点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
今
回

の
も
の
と
合
わ
せ
て
２
１
９
点
の
木
簡
が

出
土
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
で
見
つ
か
っ
て
い
る
木
簡
は
約
８

７
０
点
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
市
内

で
見
つ
か
っ
た
木
簡
は
、 
袴  
狭 
遺
跡（
出

は
か 

ざ

石
）の　

点
、
但
馬
国
分
寺
跡（
日
高
）の

76

　

点
な
ど
、
約
４
４
０
点
。
県
内
の
木
簡

42の
約
半
数
が
、
豊
岡
で
出
土
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
多
く
の
木
簡
が
市
内

か
ら
見
つ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
木
簡
に
書
か
れ
た
文
字

　

見
つ
か
っ
た
木
簡
は
、
奈

良
大
学
教
授
の
寺
崎
保
広
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
の
史
料
研

究
室
と
共
同
で
解
読
を
進
め

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
０
３
点
の

木
簡
か
ら
、
３
２
０
の
文
字

を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
木
簡
に
書
か
れ
た
文

字
は
、『
詩
経
』の
一
部
を
書

い
た
も
の
の
ほ
か
、人
名
や

地
名
、
年
号
、
九
九
の
練
習
、

同
じ
文
字
を
繰
り
返
し
練
習

し
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
内
容
の
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　

一
般
に
、
木
製
品
は
乾
燥
し
た
所
で
よ

く
残
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

湿
度
の
高
い
日
本
で
は
、
空
気
や
光
か
ら

遮
断
さ
れ
、
木
を
腐
ら
せ
る
菌
の
活
動
が

で
き
な
い
地
下
水
を
た
く
さ
ん
含
ん
だ
土

の
中
の
方
が
残
り
や
す
い
の
で
す
。
夏
場

で
も
、
長
靴
が
な
い
と
発
掘
調
査
が
で
き

な
い
よ
う
な
所
、
実
は
そ
ん
な
環
境
が
、

木
簡
を
大
切
に
保
存
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
全
国　

カ
所
余
り
に
置
か
れ
た

60

各
地
の
国
府
跡
で
も
木
簡
が
出
土
し
て
い

ま
す
が
、
点
数
で
は
、
栃
木
県
の 
下  
野 
国

し
も 
つ
け

府
に
続
い
て
全
国
で
２
番
目
に
多
い
出
土

と
な
り
ま
す
。

■
木
簡
が
出
土
し
た
場
所

　

今
回
の
木
簡
は
、
絶
え
ず
水
が
流
れ
る

川
や
溝
で
は
な
く
、
流
れ
の
な
い
濠
か
ら

出
土
し
ま
し
た
。
離
れ
た
場
所
か
ら
流
さ

れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
濠
の
す
ぐ
そ

ば
で
捨
て
ら
れ
た
も
の
が
、
沈
ん
で
た

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
濠
の
そ
ば
に
木
簡
を
書
い
た

り
、
削
っ
た
り
す
る
施
設
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
国
府
内
の
施
設
で
仕

事
や
生
活
を
送
っ
て
い
た
、
但
馬
国
府
の

役
人
の
姿
が
生
き
生
き
と
よ
み
が
え
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。

■
『
詩
経
』
の
一
部
が
書
か
れ
た
木
簡

　
 
折  
敷 
と
い
う 
膳 
の
裏
に
、「
淒
寒
風
也
」

お 

し
き 

ぜ
ん

「
東
風
曰
谷
風
」「
匏
苞
」
と
い
う
文
字
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
最

古
の
詩
集
『
詩
経
』
の
注
釈
書
に
見
え
る

文
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
都
に
は
、「
大
学
」
と
い
う
中
央

官
僚
の
育
成
を
目
的
に
し
た
施
設
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
の
選
択
科
目
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、『
詩
経
』
で
す
。

　

一
方
、「
大
学
」
で
必
修
科
目
と
な
っ
て

い
た
『
論
語
』
の
内
容
を
書
い
た
木
簡
は
、

平
城
京
や
袴
狭
遺
跡
を
含
め
、
各
地
で
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
都
で
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い

『
詩
経
』
の
内
容
を
書
い
た
木
簡
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
『
詩
経
』
の
注
釈
書
が
但
馬
に
あ

り
、
そ
れ
を
使
っ
て
役
人
が
漢
詩
の
勉
強

を
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

木
簡
の
書
か
れ
た
西
暦
８
１
０
年
ご
ろ

は
、
国
内
で
天
皇
の 
勅 
に
よ
る
漢
詩
集
が

ち
ょ
く

編
集
さ
れ
て
い
た
と
き
で
、
地
方
に
お
け

る
漢
詩
の
普
及
を
示
す
資
料
と
言
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
但
馬
国
府
に
国
司

と
し
て
赴
任
し
て
い
た
の
は
桓
武
天
皇
の

皇
子
で
あ
る 
良  
岑  
安  
世 
（
７
８
５
〜
８

よ
し 
み
ね
の 
や
す 

よ

３
０
年
）
と
い
う
人
物
で
す
。

　

彼
は
文
武
に
秀
で
、
淳
和
天
皇
の
勅
で

作
ら
れ
た
漢
詩
集『 
経  
国 
集
』（
８
２
７
年
）

け
い 
こ
く

の
編
集
を
任
さ
れ
、
当
時
の
三
大
漢
詩
集

『 
凌
雲 
集
』、『 
文  
華  
秀
麗 
集
』、『
経
国
集
』

り
ょ
う
う
ん 

ぶ
ん 

か 

し
ゅ
う
れ
い

に
漢
詩
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
『
詩
経
』
木
簡
と
、
漢
詩
に
造
詣
の
深

い
良
岑
安
世
の
存
在
。
何
か
の
つ
な
が
り

が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

▲木簡の発掘調査風景

至香美町 至養父市 

祢布 

国分寺トンネル 

至ＪＲ江原駅 

日高 
健康福祉 
センター 

第４１次 
調査地 

木簡出土 
地点 

312

482

但馬国府・ 
国分寺館 

祢布ヶ森遺跡位置図
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見
つ
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
木
簡 

五
百
井
女
王
の
名
前
が
書
か
れ
た
木
簡 

　
典
尚
従
三
位
五
百
井
女
王
　
（
長
さ
１
４
５
ミ
リ
） 

城
埼
郡
か
ら
茜
を
送
っ
た
際
に
付
け
ら
れ
た
付
札 

　
城
埼
郡
茜
御
調
料
　
　
　
　
（
長
さ
１
１
８
ミ
リ
） 

不
用
に
な
っ
た
木
簡
を
付
札
状
に
加
工
し
た
も
の 

加
佐
郡
（
丹
後
国
）
な
ら
残
画
に
矛
盾
し
な
い
。 

　
　
〔
郡
カ
〕 

　
□
□
□
（
長
さ
６６
ミ
リ
） 

荷
物
に
付
け
ら
れ
た
付
札
、
墨
線
で
文
字
を
消
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
〔
石
カ
〕 

（
表
）上
□
□
□ 

（
裏
）□
　
　
　
（
長
さ
９６
ミ
リ
） 

小
さ
な
文
字
が
書
か
れ
た 

削
屑 

　
雪
猶
寒（
長
さ
２９
ミ
リ
） 

（
写
真
提
供  

奈
良
文
化
財
研
究
所
） 

九
九
を
書
い
た
木
簡
、
三
九
廿
四
と
間
違
え
て
書
い
て
い
ま
す
。 

　
〔
請
カ
〕
　
　
　
〔
及
カ
〕 

（
表
）
□
□
当
之
不
定
春
初
□ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
ヽ
）
　
〔
八
カ
〕 

（
裏
）
□
九
々
八
十
一
八
九
七
十
二
七
九
六
十
三
三
九
廿
四
二
九
十
□
　
（
長
さ
３
１
６
ミ
リ
） 

国
府
に
勤
め
て
い
た
人
の 

名
を
書
い
た
木
簡 

（
表
）客
作
名
帳 

（
裏
）客
作
名
帳
（
長
さ
４９
ミ
リ
） 

八
一
三
年
の
年
号
が
書
か
れ
た
木
簡 

　 

〔
七
美
郡
カ
〕 

（
表
）□
□
□
□
案 

（
裏
）弘
仁
四
年
（
長
さ
５２
ミ
リ
） 
（
表
）雑
解
文
帳 

（
裏
）雑
解
文
帳
（
長
さ
７２
ミ
リ
） 

人
の
名
前
を
書
い
た
も
の 

　
丸
部
臣
浄
麻
（
長
さ
８６
ミ
リ
） 

同
じ
文
字
を
繰
り
返
し
書
い
た
も
の 

　
〔
義
カ
〕
〔
義
義
カ
〕 

　
　
□
義
義
義
□
□
義
□
（
長
さ
２
０
１
ミ
リ
） 

人
の
名
前
が
多
く
見
え
ま
す
。 

　
　
　
　
〔
全
カ
〕 

（
表
）額
太
部
□
主
門
太
陳
如
東
方
主
□ 

　
　
懸
皷
言
願
比
心
早
速
召
請
□ 

　
　
　
　
〔
殖
殖
カ
〕 

（
裏
）□
□
太
麻
呂
薦
薦
金
見
部
宮
継 

　
　
金
見
部
　
〔
民
　
草
カ
〕 

　
　
生
王
公
宮
継
□
公
□
□
宮
継
継
桑 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
さ
１
９
９
ミ
リ
） 

（
裏
） 

（
表
） 

（
裏
） 

（
表
） 

（
裏
） 

（
裏
） 

（
裏
） 

（
裏
） 

（
表
） 

（
表
） 

（
表
） 

（
表
） 
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■
皇
室
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
木
簡
も

　

今
回
、
見
つ
か
っ
た
木
簡
の
中
に
「 
典 てん

 
尚  
従  
三  
位 
五
百
井
女
王
」
と
書
か
れ
た

し
ょ
う 
じ
ゅ 
さ
ん 

み

木
簡
が
あ
り
ま
す
。

　

五
百
井
女
王
（
生
誕
年
不
詳
〜
８
１
７

年
）
は
、
光
仁
天
皇
の
孫
で
、
桓
武
天
皇

の
姪
に
あ
た
る
人
物
で
す
。
従
三
位
は
古

代
の
官
位
を
示
す
も
の
。
当
時
の
但
馬
国

府
の
長
官
で
あ
る
国
守
で
も
、
四
位
か
ら

五
位
程
度
で
す
か
ら
、
か
な
り
の
地
位
に

あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

五
百
井
女
王
が
従
三
位
の
位
に
つ
い
て

い
た
の
は
大
同
３
年（
８
０
８
年
）か
ら
弘

仁
３
年（
８
１
２
年
）ま
で
の
約
４
年
間
し

か
な
い
た
め
、
こ
の
間
に
書
か
れ
た
木
簡

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
木
簡
は
、
裏
か
ら
刃

物
を
入
れ
て
折
っ
て
い
ま
す
。
冒
頭
に
書

か
れ
た
「
典
尚
」
の
２
文
字
で
す
が
、
当

時
の
彼
女
の
役
職
は
「 
尚
侍 
」
と
呼
ば

な
い
し
の
か
み

れ
る
天
皇
の
后
の
お
世
話
を
す
る
役
所
の

長
官
。
彼
女
の
役
職
「
尚
侍
」
を
「
典
尚
」

と
書
き
間
違
え
た
こ
と
に
気
付
き
、
折
っ

て
廃
棄
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、な
ぜ
、彼
女
の
名
前
を
書
い
た
木

簡
が
見
つ
か
っ
た
の
か
、
従
姉
弟
で
あ
る

良
岑
安
世
と
の
関
係
で
但
馬
に
招
か
れ
た

の
か
、
あ
る
い
は
五
百
井
女
王
か
皇
后
宮

に
但
馬
の
ど
こ
か
か
ら
税
の
一
部
と
し
て

物
品
を
納
め
る 
封  
戸 
の
制
度
が
あ
り
、
そ

ふ 

こ

の
事
務
を
国
府
で
行
っ
て
い
た
の
か
な
ど
、

多
く
の
謎
を
残
す
興
味
深
い
木
簡
で
す
。

■
木
簡
の
書
か
れ
た
年
代
か
ら

　

但
馬
国
府
は
、『
日
本
後
紀
』
延
暦　

年
２３

（
８
０
４
年
）正
月
に
、
「
但
馬
国
治
を
気

多
郡
高
田
郷
に
遷
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

ど
こ
か
の
場
所
か
ら
気
多
郡
高
田
郷
（
祢

布
ヶ
森
遺
跡
周
辺
の
地
名
）
に
移
転
し
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
史
料
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
の
祢
布
ヶ
森
遺
跡
の
調
査
で
は
、

「
天
長
三
年（
８
２
６
年
）」
や
「
承
和
元
年

（
８
３
４
年
）」、「
寛
平
九
年（
８
９
７
年
）」

な
ど
、
延
暦　

年
以
降
の
年
号
を
記
し
た

２３

木
簡
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
回
、出
土
し
た
木
簡
に「
弘

仁
四
年
」
の
年
号
が
見
え
る
こ
と
や
、
五

百
井
女
王
の
官
位
か
ら
、
西
暦
８
１
０
年

ご
ろ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
従

来
よ
り
約　

年
早
い
段
階
か
ら
、
祢
布
ヶ

１５

森
遺
跡
が
但
馬
国
府
と
し
て
機
能
し
て
い

た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
課
題

　

今
回
の
木
簡
の
出
土
は
、
平
安
時
代
初

期
の
但
馬
国
府
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
、

大
変
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
地
の
国
府
の
機
能
を
知
る

上
で
も
欠
か
せ
な
い
資
料
と
な
り
、
全
国

的
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
３
点
の
木
簡
は
、
教
科
書
に
書
か

れ
て
い
な
い
但
馬
の
歴
史
を
、
１
２
０
０

年
の
と
き
を
経
て
鮮
明
に
私
た
ち
に
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
が
遺
し
て
き
て
く
れ
た
大
切

な
遺
産
を
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
調

査
・
研
究
を
進
め
、
古
代
但
馬
の
歴
史
を

解
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
出
土
し
た
木
簡
は
、
但
馬
国

府
・
国
分
寺
館
で
大
切
に
保
管
し
て
い
ま

す
。
劣
化
を
防
ぐ
処
理
を
し
て
い
な
い
た

め
、
現
在
、
公
開
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
企
画
展
の
開
催
や
報
告
書
の
刊
行

な
ど
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を

設
け
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

●
木
簡

　

木
の
板
に
墨
で
文
字
を
書
い
た
も
の
で
、

主
に
、
発
掘
調
査
で
土
の
中
か
ら
見
つ

か
っ
た
も
の
を
言
う
。
役
所
で
書
か
れ
た

公
文
書
や
、文
字
の
練
習
に
使
っ
た
も
の
、

捨
て
ら
れ
た
削
り
く
ず
ま
で
、
書
か
れ
て

い
る
内
容
や
時
代
は
さ
ま
ざ
ま
。
全
国
で

約　

万
点
が
出
土
し
て
い
る
。

３２
●
詩
経

　

中
国
最
古
の
詩
集
で
、
当
初
３
千
編

あ
っ
た
膨
大
な
詩
編
を
孔
子
が
３
１
１
編

に
編
集
し
直
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
平
城

京
に
置
か
れ
た
学
問
機
関「
大
学
」で
は
、

『
詩
経
』の
注
釈
書
を
学
ぶ
べ
き
教
材
の
一

つ
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
多
く
の
木
簡

が
見
つ
か
っ
て
い
る
平
城
京
で
も
、
詩
経

が
書
か
れ
た
木
簡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

夏休み特別講座 夏休み特別講座 夏休み特別講座 
「木簡を作ろう！－これでみんなも古代の役人だ！－」 

　木簡に関する簡単な説明の後、実際に板を削り、木簡に書かれた 
文字や好きな文字を書いてもらいます。古代の硯も体感できます。 
　◇日　時　８月３日（日）午後１時３０分～３時 
　◇場　所　但馬国府・国分寺館　総合学習室 
　◇参加費　１００円（材料代） 
　◇定　員　１０人（先着順） 
《申込み・問合せ》但馬国府・国分寺館　４２－６１１１ 

すずり 
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Ｊ
Ｒ
山
陰
線
に
2
2
3
系
新
製
ワ
ン
マ
ン
車
両
登
場（
8
月
１１
日
か
ら
） 

普
通
車
両
（
城
崎
温
泉
駅
〜
福
知
山
駅
）
の
約
6
割
が
新
製
車
両
に
！

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
支
社
は
、

山
陰
線
お
よ
び
舞
鶴
線
な
ど
で
使

用
し
て
い
る
ワ
ン
マ
ン
車
両
（
２

両
編
成
）
を
、
順
次
、
２
２
３
系

に
置
き
換
え
る
輸
送
改
善
を
８
月

　

日
か
ら
実
施
し
、
９
月
１
日
に

１１は　

両
の
導
入
を
完
了
す
る
予
定

３２
で
あ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
同
支
社
管
内
の
約

７
割
と
城
崎
温
泉
駅
〜
福
知
山
駅

の
約
６
割
（　
３６

本
の
う
ち　

本
、

２２

気
動
車
を
除

く
）
の
ワ
ン
マ

ン
車
両
が
新
製

車
両
に
更
新
さ

れ
ま
す
。

　

同
支
社
で
の
新
製
車
両
の
投
入

は
、
旧
国
鉄
時
代
の
昭
和　

年
に

５２

「
キ
ハ　

系（
気
動
車
）」
車
両
が

４７

配
属
さ
れ
て
以
来
で
、
Ｊ
Ｒ
発
足

以
降
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
導
入
さ
れ
る
２
２
３
系
車

両
は
、
神
戸
線
や
京
都
線
を
走
る

新
快
速
な
ど
に

も
使
用
さ
れ
て

お
り
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
安
全

性
に
優
れ
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対

策
を
施
し
た
快

適
な
室
内
環
境

を
持
つ
車
両
で
す
。

　

市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
新
製
車

両
の
導
入
に
伴
い
、
京
阪
神
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
を
見
込
み
、
城

崎
温
泉
を
中
心
と
し
た
観
光
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
通
勤
や
通
学

な
ど
に
、
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

▲８月１１日からＪＲ山陰線（電化区間）およびＪＲ舞鶴線を走る電車と同
型の車両（写真提供　ＪＲ西日本福知山支社）

◆バリアフリー対策 
　車いす対応トイレやドア開閉予 
告チャイムを設置します。 

◆車両の安全性がより向上 
　ＡＴＳ‐Ｐ型装備、耐側面衝撃車 
体を採用しています。 

◆地球環境にやさしい 
　走行時の使用電力を低減しエ 
ネルギーを節約しています。 

◆快適な車内環境 
　２人掛け転換クロスシートの採用、明 
るく広いデザインで居住性が向上します。 

出出出出出出出出出出発発発発発発発発発発式式式式式式式式式式おおおおおおおおおおよよよよよよよよよよびびびびびびびびびび試試試試試試試試試試乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗会会会会会会会会会会がががががががががが出発式および試乗会が　
開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催さささささささささされれれれれれれれれれまままままままままますすすすすすすすすす　　　　　開催されます

　新製車両の導入に伴い、出発
式および試乗会が下記のとおり
開催されます。

◇日時
　８月１０日（日）午前１１時～
◇場所
　ＪＲ豊岡駅１番ホーム
◇その他
　一般の方は、
試乗会には参
加できません
が、ホームで
の観覧はでき
ます。
※駅構内への入場料が必要です。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

安
全
性
に
優
れ
た
車
両

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
支
社
で
は
、
山
陰
線
お
よ
び
舞
鶴
線
な
ど

で
使
用
し
て
い
る
ワ
ン
マ
ン
車
両（
２
両
編
成
）の
大
半
を
、
８
月

　

日
か
ら
、
２
２
３
系
新
製
車
両
に
換
え
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

１１た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
�　

－

1
７
1
２

２３



7 広報とよおか　2008.7.25

　

通
信
や
放
送
な

ど
に
使
え
る
電
波

は
無
限
で
は
な
く
、

あ
る
一
定
の
周
波

数
に
限
ら
れ
て
お

り
、
現
在
の
日
本

で
は
、
過
密
に
使
用
さ
れ
て
い
る

た
め
、
使
用
で
き
る
周
波
数
に
余

裕
が
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
電
波
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
不
足
し
て
き
て
い
る
国

内
電
波
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迫

力
あ
る
画
像
や
音
響
で
楽
し
め
る

だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
、
天
気

予
報
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
瞬
時
に
入
手
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
防
災
、
医
療
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
テ
レ
ビ
放
送
の
活

用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
か

１１

ら
、
城
崎
中
継

局（
来
日
岳
）と

香
住
中
継
局

（
三
川
山
）か
ら

の
電
波
に
よ
る

地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
中

継
局
か
ら
の
電
波
を
受
信
し
て
い

る
方
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
年
内
に
は
兵
庫
日
高
中

継
局（
城
山
）や
八
鹿
中
継
局（
舞

狂
山
）が
放
送
開
始
予
定
で
、
順

次
、
そ
の
他
の
中
継
局
に
放
送
エ

リ
ア
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

①
自
宅
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て

受
信
し
て
い
る
方

　

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
ま

た
は
今
の
テ
レ
ビ
（
ア

ナ
ロ
グ
）
に
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
地

上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の

録
画
機
器
を
接
続
す
る
こ
と
で
受

信
で
き
ま
す
。

②
集
合
住
宅
で
共
同
受
信
し
て
い

る
方

　

①
と
同
様
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
か
、
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
買
い

足
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
共
同
受
信
施
設
の

改
修
な
ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
改
修
予
定
を
管

理
組
合
の
代
表
者
ま
た
は
管
理
人

に
相
談
く
だ
さ
い
。

③
受
信
障
害
対
策
の
共
同
受
信
施

設（
共
聴
施
設
）を
利
用
し
て
い

る
方
は

　

①
と
同
様
で
す
が
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
受
信
障
害
に

強
い
方
式
を
採
っ
て
い
る
た
め
、

山
や
ビ
ル
陰
な
ど
の
受
信
障
害
を

受
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
直

接
受
信
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
共
同
受
信
施
設
を
利

用
す
る
場
合
は
、
施
設
の
改
修
な

ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
改
修
予
定
を
施
設
管
理

者
な
ど
に
確
認
く
だ
さ
い
。

④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て

い
る
方
、
加
入
を
考
え
て
い
る

方
は

　

新
た
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
な

く
て
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し

て
受
信
で
き
ま
す
が
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
方
式
に
よ
り
必
要
な
機

器
が
異
な
り
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
の
視
聴
方
法
を
確
認
く
だ
さ

い
。

■
悪
質
商
法
に
注
意

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
に
便
乗
し

た
架
空
請
求
な
ど
の
悪
質
商
法
に

は
注
意
く
だ
さ
い
！

も
う
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.ktab.go.jp/2011

▲地上デジタル放送に対応して
いる機器は、このマークが目
印

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
に
な
る
の
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
と
比

べ
て
、
よ
り
高
品
質
な
映
像
と
音
声
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

新
た
な
放
送
方
式
で
す
。

　

２
０
1
1
年（
平
成　

年
）７
月　

日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

２３

２４

放
送
の
完
全
移
行
に
向
け
て
、
現
在
、
全
国
で
中
継
局
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
宅
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
情
報
推
進
課
�　

－

５
４
９
1

２３

2
0
1
1
年
（
平
成
２３
年
）
7
月
２４
日
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行
 

あ
と
3
年
以
内

年
以
内
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
変
わ
変
わ
り
ま
す
ま
す
 

あ
と
3
年
以
内

年
以
内
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
変
わ
変
わ
り
ま
す
ま
す
 

あ
と
3
年
以
内
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
変
わ
り
ま
す

▲ＵＨＦアンテナ（全帯域対応）



「市の木」「市の花」「市の魚介」を募集します！ 
　市では、昨年12月21日に、市の鳥「コウノトリ」・市の両生類
「オオサンショウウオ」・市の石「玄武岩」を決定しました。今回
は、新たに「市の木」「市の花」「市の魚介」を定めます。皆さ
ん、ぜひ、応募ください。 
◇応募期間　７月25日（金）～９月10日（水）必着 
◇応募基準　市のイメージにふさわしく、市のシンボルとして、いつま 
　　　　　　でも愛される木・花・魚介類 
◇応募資格　市内在住または在勤、在学の方 
◇応募方法　 
①応募用紙に必要事項を記入の上、郵送、ファックス、メール、また
は持参ください。なお、応募用紙は、自作や原寸大・Ａ４大にコピーしたものも可能です。また、総務課、
市民課、各総合支所、福祉事務所、図書館本館・分館、各地区公民館で入手できるほか、市ホーム
ページからもダウンロードできます。 
②【郵送・ファックスの場合】
下記の応募先宛に送付
ください。 
　【メールの場合】件名を
「市のシンボル応募」と
し、応募ファイル（ワード
形式・テキスト形式）を
添付して送信ください。 
　【持参の場合】総務課
または各総合支所総務
課に持参ください。 

③応募は、「市の木」「市
の花」「市の魚介」の
部門ごとに１人１つのみ
とします。 
※全部門でも、木・花・魚
介のうち、いずれかだけ
でも応募できます。（例：
木のみ、花と魚介など） 

※旧市町の木・花を候補と
することもできます。 
◇選定方法　応募数や選
んだ理由などを参考にし
て「豊岡市市民憲章等
検討委員会」が部門ご
とに選びます。 
◇発表　広報とよおか、
市ホームページなどで発
表する予定です。 

◇賞品等　採用された「市
の木」「市の花」「市の
魚介」の中から、それ
ぞれ抽選で各３人に記
念品を贈ります。 

◇その他　 
※応募にかかる費用は、す
べて応募者の負担とな
ります。 
※応募された方の個人情
報は、この目的以外に
使用しません。 

《応募・問合せ》 
　総務課内「市のシンボ
ル募集係」　23‐1116 
　FAX24‐2575 
　メールアドレス 
　soumu＠city.toyooka. 
　lg.jp

豊岡市「市の木」「市の花」「市の魚介」応募用紙 

《応募締切：9月10日（水）必着》 No.

No.

No.

No.

応
　
　
　
募
　
　
　
者 

住　所 

氏　名 

年　齢 
（提出日現在） 

電話番号 
（携帯電話可） 

満　　　歳 

勤務先名と 
所　在　地 

学　校　名 

名称（１つのみ） 選んだ理由（簡単に） 

市外在住の 
方のみ、次 
のいずれか 
を記入くだ 

　さい。　　　 

〒 

ふりがな 

（　　　） 

市の木 

名称（１つのみ） 選んだ理由（簡単に） 

市の花 

名称（１つのみ） 選んだ理由（簡単に） 

市の魚介 
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平成２１年度採用 

～豊岡市を創る 
　　豊かな発想力、熱意と行動力のある方 
　　　　　あなたの応募をお待ちしています～ 

豊岡市職員募集 豊岡市職員募集 豊岡市職員募集 

受　　　験　　　資　　　格採用予定人員職　　種

　昭和５３年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校

以上の学校を卒業した方、または平成２１年３月末までに卒業見込

みの方

４人程度一般事務職

　昭和５３年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校

以上の学校において、この職に必要な専門課程を修めて卒業した

方、または平成２１年３月末までに卒業見込みの方

１人土木技術職

　昭和４８年４月２日以降に生まれ、保育士資格および幼稚園教諭

免許（１種または２種）を合わせて有する方、または平成２１年３

月末までに同資格および同免許を取得見込みの方（ただし、期限

までに同資格および同免許を取得できない場合は採用しない）

６人
保　育　士
幼稚園教諭

　昭和６０年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校

以上の学校を卒業した方、または平成２１年３月末までに卒業見込

みの方で、次の要件をすべて満たす方

・視力が両眼共１．０以上（矯正視力を含む）であること

・色覚、聴力、言語、運動機能その他身体の機能に消防職として

の職務遂行上、支障がないこと

１人消　防　職

◇受付期間　８月１１日（月）～２２日（金）必着

◇試　　験

　・日　程〈第１次試験〉９月２１日（日）

　　　　　〈第２次試験〉１０月下旬予定

　・場　所〈第１次試験〉

日高文化体育館（消防職の体力検

査は日高小学校体育館）

　　　　　〈第２次試験〉

　　　　　　受験者に直接通知

　・内　容〈第１次試験〉

教養試験、作文試験、適性検査、

専門試験（土木技術職、保育士・

幼稚園教諭のみ）、体力検査（消

防職のみ）

　　　　　〈第２次試験〉

面接試験、身体検査（健康診断書

の提出による）、実技試験（保育

士・幼稚園教諭のみ）

◇申込方法　採用試験申込書を職員

課または各総合支所総

務課で受け取り、受験

職種に必要な書類を添

えて、提出ください。

　　　　　　※受付は職員課のみです。

◇採用年月日　平成２１年４月１日

《問合せ》職員課人事係�２３－１３２６
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■
対
象
と
な
る
改
修
工
事

・
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２０

　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
行

２２

３１

わ
れ
た
工
事

・
１
戸
当
た
り
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
費
用
が　

万
円
以
上
の
も
の

３０

・
窓
の
二
重
サ
ッ
シ
化
、
複
層
ガ

ラ
ス
化
な
ど
の
窓
の
改
修
工
事

（
必
須
）と
そ
れ
に
併
せ
て
行
う

床
、
天
井
、
壁
（
外
気
と
接
す

る
も
の
に
限
る
）
の
断
熱
工
事

■
減
額
税
額
・
期
間

　

省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住
宅
の

固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
、工
事

が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分
の
み

減
額（
併
用
住
宅
は
居
住
部
分
の
み
）

※
１
戸
に
つ
き
床
面
積
の
１
２
０

平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
が

対
象

■
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
減
額
申
告
書
に
次
の
書
類
を
添

付
し
て
、
改
修
工
事
完
了
後
、
原

則
３
カ
月
以
内
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

・
新
た
に
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
に
な
る
工
事
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
指
定
確

認
検
査
機
関
（
建
築
士
・
指
定

住
宅
性
能
評
価
機
関
等
）
が
発

行
す
る
証
明
書

※
新
築
住
宅
軽
減
、
耐
震
改
修
に

伴
う
減
額
措
置
と
同
時
適
用
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う
減
額
措
置
と
の
同

時
適
用
は
可
能
で
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

・
昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

５７

市
内
に
所
在
す
る
住
宅

・
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
平
成

１８

　

年　

月　

日
ま
で
の
間
に
、

２７

１２

３１

建
築
基
準
法
（
昭
和　

年
６
月

５６

１
日
施
行
）
に
基
づ
く
現
行
の

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工

事
を
行
っ
た
住
宅

・
１
戸
当
た
り
の
耐
震
改
修
工
事

費
用
が　

万
円
以
上
の
住
宅

３０

■
減
額
税
額
・
期
間

　

耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅
の
固

定
資
産
税
額
の
２
分
の
１
を
、工
事

完
了
の
翌
年
度
分
か
ら
次
の
期
間
減

額（
併
用
住
宅
は
居
住
部
分
の
み
）

※
１
戸
に
つ
き
床
面
積
の
１
２
０

平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
が

対
象

■
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
減
額
申
告
書
に
次
の
書
類
を

添
付
し
て
、
改
修
工
事
完
了
後
、

原
則
３
カ
月
以
内
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

・
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
が
確
認

で
き
る
も
の
（
領
収
書
、
明
細

書
等
）

・
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た

工
事
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

指
定
確
認
検
査
機
関
等
（
建
築

士
・
指
定
住
宅
性
能
評
価
機
関

等
）
が
発
行
す
る
証
明
書

■
対
象
と
な
る
住
宅

・
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

１９

市
内
に
所
在
す
る
住
宅
（
賃
貸

を
除
く
）

・
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１９

　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
、

２２

３１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ

た
住
宅

　
﹇
廊
下
の
拡
幅
、
階
段
の
勾
配

緩
和
、
浴
室
の
改
良
、
ト
イ
レ

の
改
良
、
手
す
り
の
取
付
け
、

床
の
段
差
の
解
消
、
引
き
戸
へ

の
取
り
換
え
、
床
表
面
の
滑
り

止
め
化
﹈

・
１
戸
当
た
り
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
費
用
が　

万
円
以
上

３０

（
補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担

額
）
の
住
宅

・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

が
居
住
し
て
い
る
住
宅

　
﹇　

歳
以
上
の
方
、
介
護
保
険

６５法
の
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
方
、障
害
者
﹈

■
減
額
税
額
・
期
間

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１

を
、
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年

度
分
の
み
減
額
（
併
用
住
宅
は
居

住
部
分
の
み
）

※
１
戸
に
つ
き
床
面
積
の
１
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
が

対
象

■
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
減
額
申
告
書
に

次
の
書
類
を
添
付
し
て
、
改
修
工

事
完
了
後
、
原
則
３
カ
月
以
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
次
の
①
ま
た
は
②
の
書
類

①
領
収
書
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
費
用
を
支
払
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
）
、
工
事
費

明
細
書
、
改
修
箇
所
の
図
面
・

写
真
（
改
修
前
・
改
修
後
）

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
が
行

わ
れ
た
旨
を
証
す
る
書
類
（
建

築
士
等
の
発
行
す
る
も
の
）

・
居
住
者
要
件
が
確
認
で
き
る
も

の
（
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
補
助
金
等
の
交
付
決
定
、
居
宅

介
護
住
宅
改
修
費
、
介
護
予
防

住
宅
改
修
費
の
給
付
決
定
を
確

認
で
き
る
書
類
（
交
付
、
給
付

を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

※
既
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
適

用
を
受
け
た
家
屋
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
築
住
宅

軽
減
、
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額

措
置
と
同
時
適
用
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減

額
措
置
と
の
同
時
適
用
は
可
能

で
す
。

《
申
告
書
配
布
・
問
合
せ
》

　

税
務
課
資
産
税
係

　

�　

－

９
０
４
６
ま
た
は
各
総

２１
合
支
所
市
民
生
活
課

固定資産税
の減額期間

耐震改修工事
完　　了　　時　　期

３年度分
平成１８年１月１日～
平成２１年１２月３１日

２年度分
平成２２年１月１日～
平成２４年１２月３１日

１年度分
平成２５年１月１日～
平成２７年１２月３１日

省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減
額

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

に
伴
う
減
額

住
宅
の
改
修
に
伴
う 

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
制
度 
住
宅
の
改
修
に
伴
う 

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
制
度 
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
８
月
９
日（
土
）は

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
８
月
４
日（
月
）・　

日（
月
）・

１１

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

１８

２５

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

▽
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２０

料
は
、
月
額
１
４
、４
１
０
円
、

　

月
〜
平
成　

年
３
月
の
半
年
で

１０

２１

８
６
、４
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
６
カ
月
分
を
一
括

で
現
金
や
口
座
振
替
で
納
め
る
と
、

保
険
料
が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

●
前
納
保
険
料
額

　

前
納
保
険
料
額
は
、
左
表
の
と

お
り
で
、
半
年
分
の
保
険
料
を
現

金
で
前
納
す
る
と
７
０
０
円
、
口

座
振
替
で
前
納
す
る
と
９
８
０
円

の
割
引
と
な
り
ま
す
。

〈
口
座
振
替
で
半
年
（　

月
〜
３

１０

月
分
）
前
納
の
場
合
〉

▽
申
込
方
法
・
申
込
期
限

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
の
窓
口
ま
た
は
豊
岡
社
会
保
険

事
務
所
で
８
月　

日（
金
）ま
で
に

２９

手
続
き
く
だ
さ
い
。

▽
支
払
期
日
・
支
払
方
法

　
　

月　

日（
金
）に
口
座
振
替

１０

３１

〈
現
金
で
前
納
の
場
合
〉

▽
申
込
方
法
・
申
込
期
限

　

申
込
み
不
要

▽
支
払
期
日
・
支
払
方
法

　
　

月　

日（
金
）ま
で

１０

３１

に
、
４
月
上
旬
に
郵

送
さ
れ
た「
下
期
」納

付
書
に
よ
り
、
最
寄
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
現
金
払
い
の
場
合
は
、

希
望
に
よ
り
任
意
の
月
（
既
に

経
過
し
た
月
を
除
く
）
分
か
ら

年
度
末
ま
で
の
保
険
料
を
前
納

（
割
引
あ
り
）す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
専
用
の

納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
所
・
支
払
機
関
の
変
更

　

引
越
し
な
ど
に
よ
る
住
所
・
支

払
機
関
の
変
更
は
、「
年
金
受
給
権

者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
市
民
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で

住
民
異
動
の
手
続
き
の
他
に
、
受

給
す
る
年
金
の

住
所
変
更
手
続

き
が
必
要
で

す
）。

　

こ
の
変
更
届
を
提
出
さ
れ
な
い

と
、
年
金
の
支
払
額
の
お
知
ら
せ

が
届
か
な
か
っ
た
り
、
希
望
の
金

融
機
関
で
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
住
所
変
更
の
処
理
が
済
む
ま
で

は
、
年
金
に
関
す
る
通
知
が
前

住
所
に
届
い
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

※
支
払
機
関
の
変
更
に
は
、
「
支

払
機
関
変
更
届
」
に
金
融
機
関

の
証
明
印
が
必
要
で
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
受
取
を

希
望
の
方
は
金
融
機
関
の
証
明

は
不
要
で
す
。

※
支
払
機
関
の
変
更
後
は
、
新
し

い
口
座
に
振
込
み
が
あ
る
ま
で
、

前
の
口
座
を
残
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
年
金
証
書
の
再
発
行

　

年
金
証
書
は
、
年
金
を
受
け
る

権
利
の
証
明
で
あ
り
、
各
種
の
届

出
や
年
金
相
談
に
必
要
な
書
類
で

す
。

　

年
金
証
書
を
紛
失
や
破
損
し
た

場
合
は
、「
年
金
証
書
再
交
付
申
請

書
」
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
氏
名
の
変
更

　

結
婚
や
離
婚
・
養
子
縁
組
な
ど

に
よ
り
、
氏
名
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
は
、「
年
金
受
給
権
者
氏
名
変

更
届
」に
年
金
証
書
と
住
民
票（
ま

た
は
戸
籍
抄
本
）
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
氏
名
変
更
届
」
に
住
民

票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
場
合
や
、

「
氏
名
変
更
届
」の
証
明
欄
に
市
長

の
証
明
を
受
け
た
場
合
は
、
住
民

票
（
ま
た
は
戸
籍
抄
本
）
の
添
付

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機

関
変
更
届
」・「
年
金
証
書
再
交
付

申
請
書
」・「
年
金
受
給
権
者
氏
名

変
更
届
」
の

用
紙
は
、
市

民
課
お
よ
び

各
総
合
支
所

市
民
生
活
課

に
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を

半
年
前
納
し
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
を
受
給
中
の
方
へ

■前納保険料額
６カ月分１カ月分納付方法

８６，４６０円１４，４１０円現金支払（月々）

８５，７６０円
【７００円】

－
現金支払・クレジッ
ト納付（前納）
【割引額】

８５，４８０円
【９８０円】

１４，３６０円
【５０円】

口座振替
（前納）
【割引額】
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〜
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
〜 

「
せ
き 

ぜ
ー
ぜ
ー
」 

3

　
「
季
節
の
変
わ
り
目
に
な
る
と

せ
き
が
出
る
」、「
ぜ
ー
ぜ
ー
と

言
っ
て
し
ん
ど
そ
う
」、「
せ
き
で

夜
眠
れ
な
い
」
な
ど
、
せ
き
を
訴

え
て
来
院
す

る
子
ど
も
は

多
く
、
子
ど

も
の
症
状
と

し
て
は
、
発

熱
に
続
い
て

多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

大
半
は
、

鼻
や
の
ど
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
（
一

般
的
に
上
気
道
炎
と
言
わ
れ
ま

す
）
に
よ
る
も
の
で
自
然
に
治
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
や
は
り

注
意
す
べ
き
危
険
な
せ
き
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
せ
き
の
見
分
け
方
と
対
処

法
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

《
救
急
受
診
す
べ
き
せ
き
、

ぜ
ー
ぜ
ー
》

○
急
に
せ
き
込
み
、
ぜ
ー
ぜ
ー
言

い
出
し
た
（
呼
吸
困
難
）
。

○
直
前
に
小
さ
な
お
も
ち
ゃ
で
遊

ん
で
い
た
り
、

何
か
を
食
べ

た
り
し
て
、

気
道
に
物
が

詰
ま
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。

○
せ
き
が
続
き
、

会
話
が
ま
と

も
に
で
き
ず
、
唇
や
爪
が
紫
色

に
な
っ
て
い
る
。

○
せ
き
や
ぜ
ー
ぜ
ー
で
横
に
な
れ

な
い
、
眠
れ
な
い
。

○
息
を
吸
う
と
き
に
首
の
根
元
や

ろ
っ
骨
の
間
が
、
ぺ
こ
ぺ
こ
ヘ

こ
む
。

○
犬
の
吠
え
る
よ
う
な
声
で
せ
き

込
む
（
オ
ッ
ト
セ
イ
の
鳴
き
声

の
よ
う
な
せ
き
）
。

○
声
が
か
す
れ
て
ほ
と
ん
ど
聞
き

取
れ
な
い
。

○
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
音
が
す
る
。

○
せ
き
が
止
ま
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う

な
せ
き
、
ぜ
ー

ぜ
ー
に
当
て
は

ま
る
場
合
は
、

救
急
外
来
を
受

診
す
る
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

重
篤
な
呼
吸
困
難
に
陥
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
単
な
る
感
染
症
に
よ

る
せ
き
で
は
な
く
、
も
が
き
苦
し

ん
で
い
る
せ
き
な
の
で
す
。

　

な
か
な
か
理
解
は
難
し
い
で

し
ょ
う
が
、
特
に
、
顔
面
そ
う
白
、

唇
が
紫
色
、
窒
息
の
可
能
性
、
息

が
浅
く
て
荒
い
、
反
応
が
鈍
い
な

ど
、
心
臓
、
肺
、
脳
な
ど
人
間
の

中
枢
に
影
響
が
及
ん
だ
症
状
の
場

合
は
、
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

一
方
、
次
の
よ
う
な
せ
き
の
場

合
は
、
比
較
的

落
ち
着
い
て
お

り
、
緊
急
性
は

低
い
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
翌

日
ま
で
様
子
を

見
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。

○
鼻
汁
、
発
熱
な
ど
も
あ
る
が
、

割
と
元
気
は
良
い
。

○
食
事
も
普
通
に
取
れ
、
水
分
も

取
れ
て
い
る
。

○
せ
き
は
軽
く
、
よ
く
眠
っ
て
い

る
。

　

重
要
な
の
は
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
う
こ
と
を
見
抜
く
こ
と
で
す
。

元
気
は
良
い
、
食
欲
は
あ
る
、

ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
い
る
と
き
は
、

緊
急
受
診
す
る
必
要
が
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

次
に
示
す
対
処
法
で
、
ま
ず
は

様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
気
管
支
喘
息
で
通
院
中
、
治

療
中
で
あ
れ
ば
、
発
作
出
現
時
の

対
応
は
、
事
前
に
主
治
医
に
確
認

し
、
そ
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

《
せ
き
の
対
処
法
》

　

自
宅
で
様
子
を
見
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
対
処
し

ま
し
ょ
う
。

①
室
内
に
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、

湿
っ
た
タ
オ
ル
を
か
け
る
な
ど

し
て
、
十
分

に
加
湿
す
る
。

②
少
量
ず
つ
水

分
を
摂
取
さ

せ
る
。

③
背
中
を
叩
い

た
り
、さ
す
っ

た
り
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に

す
る
こ
と
で 
痰 たん

を
出
し
や
す
く

し
、
呼
吸
も

楽
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
お

父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
が
そ
ば
に
い
て
背
中
を
さ

す
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

は
か
な
り
の
安
心
感
を
得
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
、
実
践
し
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
他
、
救
急
受
診
す
る
場
合

で
も
、
本
人
の
楽
な
姿
勢
に
し
て
、

背
中
を
さ
す
っ
て
安
心
感
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

※
分
か
ら
な
い
こ
と
、
聞
き
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shouni99@
yahoo.co.jp

《
問
合
せ
》
公
立
豊
岡
病
院
総
合

　

診
療
科
�　

－

6
1
1
1

22

【小児救急医療電話】月～土曜日　１８：００～２４：００、日曜日・祝日・年末年始　９：００～２４：００
・プッシュ回線、携帯電話� ＃8000 　・ダイヤル回線、ＩＰ電話�078‐731‐ 8899 

シャープはっせん ははきゅうきゅう

　

子
ど
も
の
発
熱
、
け
い
れ
ん
、
せ
き
、 
嘔  
吐 
、
下
痢
な
ど
の
場
合

お
う 

と

の
対
処
法
や
お
医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方
、
救
急
車
の
利
用
な
ど
に

つ
い
て
、
公
立
豊
岡
病
院
総
合
診
療
科
の
山
田
博
之
先
生
に
、
５
回

に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
せ
き
」
に
つ
い
て
、
掲
載
し
ま
す
。
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パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
回
収 

　

地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
は
、

昔
か
ら
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
大

切
に
さ
れ
、
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
に
も
、
歴
史

あ
る
祭
り
や
伝
統
行

事
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
形
や
風
土
に
適
合
し

た
住
ま
い
が
あ
り
、
歴
史
・
文
化

的
な
ま
ち
並
み
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
・
文
化
や
景
観

は
、
人
々
の
自
慢
・
誇
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
高
齢
化
、
少

子
化
が
進
み
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
が
し
に
く
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

伝
統
的
行
事
な
ど
の
継
承
が
難
し

く
な
っ
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
学
校
教
育
や
生
涯
学

習
の
場
を
利
用
し
て
、
伝
統
技
術

に
触
れ
た
り
、
体
験
し

た
り
す
る
機
会
を
設
け

た
り
、条
例
を
制
定
し
、

積
極
的
に
ま
ち
並
み
を

保
存
す
る
取
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
「
つ
な
が
る
」
こ
と

で
地
域
の
良
さ
を
見
直
し
、「
自

信
・
誇
り
」
を
持
っ
て
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
歴
史
・
文
化
的
資
源
の
保
全
」 

７ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統

的
な
行
事
や
文
化
・
ま
ち
並
み
、
自
然
の
景
観
な
ど
の
保
全
」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

●
金
銀
財
宝
・
宝
の
山

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及

率
は
、
世
界
的
に
も
驚
異
的
な
伸

び
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

伴
い
、
廃
棄
さ

れ
る
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
の

数
は
お
び
た
だ

し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
家
電

製
品
に
は
、
回
路
や
セ
ン
サ
ー
、

電
極
な
ど
に
、
希
少
金
属
（
レ
ア

メ
タ
ル
）
と
い
わ
れ
る
金
･
銀
・

銅
・
チ
タ
ン
･
パ
ラ
ジ
ウ
ム
・
マ

ン
ガ
ン
･
コ
バ
ル
ト
な
ど
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
希
少
金
属
は
、
世
界
的

に
も
産
出
量
が
少
な
い
た
め
、
電

化
製
品
な
ど
の
普
及
に
伴
う
需
要

が
増
大
し
、
価
格
も
急
激
に
高
騰

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
、
電
化
製
品
に
使
わ
れ
て
い

る
希
少
金
属
を
少
し
で
も
多
く
回

収
す
る
こ
と
が
、
新
た
に
鉱
山
で

発
掘
し
た
り
輸
入
す
る
よ
り
も
経

済
的
で
あ
り
、
ま
た
有
効
に
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
世
界
的
争
奪
戦

　

希
少
金
属
の
確
保
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
電
化
製
品
な
ど
の
生

産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、

今
、
世
界
中
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

駆
使
し
て
の
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
を
１
万
台
回
収
す
る

こ
と
に
よ
り
、
２
０
０
か
ら
３
０

０
グ
ラ
ム
の
金
が
採
取
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

要
ら
な
く
な
っ
た
携
帯
電
話
は

「
ご
み
」
で
は
な
く
て
「
宝
の
山
」

な
の
で
す
。
こ
れ
が「
都
市
鉱
山
」

と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル（
再
生
利
用
）と

リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）

　

事
業
者
が
引
き
取
っ
た
パ
ソ
コ

ン
や
家
電
製
品
は
、
必
要
部
品
を

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

再
使
用
し
た
り
、
資
源
と
し
て
有

効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
ま

だ
ま
だ
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
る

パ
ソ
コ
ン
や
家
電
製
品
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
不
法
投
棄

な
ど
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。

　

私
た
ち
の
環
境
を
守
る
た
め
、

限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
貴
重
な
資

源
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ

て
き
ち
ん
と
回
収
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
は
販
売
店
へ

　

携
帯
電
話
に
つ
い

て
は
、
販
売
店
と

メ
ー
カ
ー
が
協
力
し
、

ど
こ
の
メ
ー
カ
ー
の

製
品
で
あ
っ
て
も
回

収
す
る
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
メ
ー
ル
や
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
音
楽
な
ど
を
そ
の
ま

ま
保
存
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と

い
う
利
用
者
が
増
え
た
た
め
、
そ

の
回
収
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
事
業
者
と
も
回

収
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
利
用
者
も
、
使
わ
な
く
な
っ

た
携
帯
電
話
は
、
再
利
用
す
る
資

源
と
し
て
、
販
売
店
な
ど
の
回
収

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
身
近
な
自
然
や
歴
史
・
文
化

に
つ
い
て
家
庭
で
も
話
を
し

ま
す
。

〇
地
域
で
子
ど
も
た
ち
が
身
近

な
自
然
や
歴
史
・
文
化
に
触

れ
る
体
験
活
動
を
進
め
ま
す
。

〇
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝

統
行
事
や
文
化
を
大
切
に
し
、

継
承
し
ま
す
。

〇
身
近
な
自
然
や
伝
統
的
な
建

物
な
ど
を
大
切
に
し
、
景
観

の
保
全
に
努
め
ま
す
。
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
６
月
】

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１６
　
　
　
（
五
荘
地
区
公
民
館
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１８
　
　
　
（
八
条
地
区
公
民
館
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１９
　
　
　
（
田
鶴
野
地
区
公
民
館
）

　
　

・
但
馬
地
域
政
策
懇
話
会

　

日
・
環
境
社
会
学
会
セ
ミ
ナ
ー

２４
　

日
・
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

２６
　

日
・
寺
坂
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

２８

竣
工
式

　
　

・
全
国
ト
ン
ボ
市
民
サ
ミ
ッ

ト
豊
岡
大
会（
〜　

日
）

２９

　

日
・
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

２９【
７
月
】

１
日
・
但
東
地
域
防
災
行
政
無
線

開
局

　
　

・
竹
野
浜
・
切
浜
・
弁
天
浜
海

開
き

２
日
・
全
国
水
害
サ
ミ
ッ
ト
要
望

活
動
（
東
京
都
）

５
日
・
仲
田
光
成
・
森
田
子
龍
展

セ
レ
モ
ニ
ー

７
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
名
称
発
表
会

８
日
・
円
山
川
上
流
改
修
期
成
同

盟
会
総
会

　

日
・
気
比
の
浜
海
開
き

１０

　

７
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、

中
国
広
東
省
の
広
州
市
広
外
附
設

外
語
学
校
の
小
学
５
年
生
が
、
修

学
旅
行
で
豊
岡
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
出
石
で
そ
ば
打
ち

体
験
を
行
い
、
自
分
た
ち
で
作
っ

た
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
に
移
動
。
中
貝

市
長
か
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生

復
帰
や
環
境
保
全
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

公
園
内
を
散
策
し
た
後
は
、
宿

泊
地
の
竹
野
へ
移
動
し
、
美
し
い

　

７
月
１
日
、
防
災
行
政
無
線
が

但
東
地
域
で
開
局
し
ま
し
た
。

　

但
東
地
域
で
は
、
今
ま
で
有
線

放
送
に
よ
り
情
報
を
伝
え
て
い
ま

し
た
が
、
平
成　

年
の
台
風　

号

１６

２３

当
時
、
停
電
に
よ
り
一
部
放
送
が

で
き
な
か
っ
た
地
域
が
あ
り
、
防

災
行
政
無
線
の
整
備
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
開
局
に
よ
り
、
豊
岡
市
の

全
地
域
で
防
災
行
政
無
線
の
整
備

が
完
了
し
た
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
７
時　

分
か
ら

４０

開
局
記
念
放
送
と
し
て
中
貝
市
長

が
「
防
災
行
政
無
線
が
但
東
で
開

局
し
た
今
日
を
、防
災
・
減
災
体
制

の
充
実
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
す
る
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
、
市
で
は
、
兵
庫
県

税
務
課
職
員
で
組
織
さ
れ
た
「
個

人
住
民
税
整
理
回
収
チ
ー
ム
」
の

派
遣
を
但
馬
で
初
め
て
受
け
入
れ
、

市
役
所
市
長
室
で
辞
令
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
た
の
は
６
人
で
、
長

年
税
務
を
担
当
し
て
き
た
精
鋭
ぞ

ろ
い
。
９
月
末
ま
で
の
間
に
、
豊

岡
と
他
の
２
市
町
を
週
３
〜
４
日

の
割
合
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

み
、
業
務
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
昨
年
４
月
に
結

成
し
、
昨
年
度
は
９
市
町
に
３
カ

月
間
派
遣
さ
れ
、
取
り
組
ん
だ
案

件
の
７
割
は
方
向
付
け
が
で
き
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

税
務
行
政　

年
の
キ
ャ
リ
ア
を

４１

持
つ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
で
個
人
住

民
税
特
別
対
策
官
の
山
本
好
秀
さ

ん
は
「
豊
岡
市
の
徴
税
体
制
は
県

内
で
も
上
位
ク
ラ
ス
。
住
民
と
の

距
離
が
近
過
ぎ
て
入
り
に
く
い
部

分
の
手
助
け
を
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

中
国
の
小
学
生
が
修
学
旅
行
で
来
豊

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
取
り
持
つ
縁

兵
庫
県
か
ら
特
別
徴
収
対
策
チ
ー
ム
の
派
遣
を
受
け
入
れ
ま
し
た

市
の
徴
税
体
制
を
強
化　
!!

竹
野
浜
で
水
遊
び
を
し
た
り
、
地

元
の
方
々
と
の
交
流
を
兼
ね
、
日

本
の
武
道
（
空
手
道
、
剣
道
）
を

見
学
・
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
学
旅
行
は
、
昨
年　
１０

月
に
「
兵
庫
県
・
広
東
省
友
好
提

携　

周
年
記
念
」
事
業
で
広
東
省

２５
の
大
学
生
が
豊
岡
を
訪
れ
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
保
護
な
ど
の
環
境
保
全

へ
の
取
組
み
に
触
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
初
め
て
実
現

し
た
も
の
で
、
７
月
９
日
・　

日
１０

に
も
同
校
の
児
童
が
修
学
旅
行
で

訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
た
ち
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
な
ど
、
生
き
も
の
と
共
生
す
る

安
全
・
安
心
な
農
業
の
取
り
組
み

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
お
米
５
０
０
グ
ラ
ム
入

パ
ッ
ク
（
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合

か
ら
無
償
提
供
）」を
全
員
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
の
環
境
へ
の
取
組
み
が
、

広
く
世
界
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

▲真剣な面持ちで豊岡の取組みを聞く中
国の児童たち。

防
災
行
政
無
線
が
但
東
地
域
で
開
局

防
災
・
減
災
体
制
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト ▲市長から辞令を受けた特別徴収

対策チームのメンバー
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク 

　

ジ
オ
パ
ー
ク
。
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
で
す
。「
地
質
公
園
」
と
訳
さ

れ
て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援

し
て
い
る
地
質
や
地
形
な
ど
、
地

球
の
営
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

自
然
公
園
の
こ
と
で
す
。
今
、
鳥

取
、
北
但
、
京
丹
後
の
市
町
で
山

陰
海
岸
を
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
登

録
す
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
地
学
か
い
な
、
岩
石

か
い
な
、
う
え
ー
っ
、
苦
手
や
な
、

と
い
う
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で

も
、
こ
れ
が
結
構
面
白
い
の
で
す
。

　

今
か
ら
約
２
千
５
百
万
年
前
の

こ
と
。
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
の
端
で
、

激
し
い
地
殻
運
動
に
よ
っ
て
地
面

が
ベ
リ
ベ
リ
っ
と
引
き
裂
か
れ
、

や
が
て
海
水
が
入
り
込
み
、
１
千

万
年
ほ
ど
か
け
て
日
本
海
が
広

が
っ
て
日
本
列
島
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
ベ

リ
ベ
リ
っ
と
は
が
れ
た
と
き
の

（
本
当
に
そ
ん
な
音
が
し
た
の
か

覚
え
て
い
る
人
は
誰
も
い
な
い
の

で
す
が
）
痕
跡
が
山
陰
海
岸
に

残
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
お

ま
け
に
、
当
時
、
大
陸
を
元
気
よ

く
走
り
回
っ
て
い
た
ゾ
ウ
や
サ
イ

の
足
跡
の
化
石
も
あ
る
ん
だ
と
か
。

　

玄
武
洞
は
美
し
い
柱
状
節
理
で

有
名
で
す
が
、実
は
、「
逆
転
磁
場
」

と
い
う
地
球
科
学
史
上
の
重
要
な

現
象
が
世
界
で
初
め
て
発
見
さ
れ

た
場
所
で
す
。

　

玄
武
洞
は
今
か
ら
約
１
６
０
万

年
前
に
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
冷
え

て
で
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、

マ
グ
マ
の
中
に
あ
っ
た
鉄
分
な
ど

が
、
地
球
の
磁
場
に
よ
っ
て
磁
石

化
し
、
当
時
の
南
北
を
記
憶
し
た

ま
ま
玄
武
岩
の
中
に
眠
っ
て
い
ま

す
。
明
治
時
代
に
京
都
大
学
の
松

山
教
授
が
そ
の
磁
気
を
測
定
す
る

と
、
な
ん
と
、
今
と
逆
を
向
い
て

い
た
の
で
す
。
南
を
向
く
磁
石
で

す
。
約
１
６
０
万
年
前
の
南
北
が

今
と
逆
？
地
面
が
動
い
て
い
る
と

な
？
そ
う
、
そ
の
と
お
り
（
受
け

売
り
で
す
が
）。

　

日
高
に
は
、
神
鍋
火
山
群
が
噴

火
し
て
溶
岩
が
ザ
ザ
ー
っ
と
流
れ

て
い
っ
た
跡
が
今
も
く
っ
き
り

残
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
な
ど
、た
っ

た
２
万
年
前
の
こ
と
で
す
が
…

　

え
ら
い
も
ん
で
す
な
。
恐
る
べ

し
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
。

寺
坂
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成

人
と
自
然
に
優
し
い
施
設
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
動
拠
点
に　
!!

　

ア
メ
リ
カ
シ
ア
ト
ル
市
の

ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
中
学
校
国
際
交
流

訪
問
団
（
生
徒　

人
と
引
率
３
人
、

１６

計　

人
）
が
、
６
月　

日
か
ら　

１９

２５

３０

日
ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で
豊
岡

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
出
石
中
学
校
と
シ

１１

ア
ト
ル
市
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
中
学
校

と
の
学
校
間
で
姉
妹
校
提
携
を
結

ん
で
以
来
、
定
期
的
に
相
互
交
流

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
で　

回
目

１０

の
来
豊
と
な
り
ま
す
。

　

訪
問
団
は
、
出
石
中
学
校
の
生

徒
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（　

日
〜

２５

　

日
）
し
、
歓
迎
会
、
学
年
交
流
・

２７実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。　

日
は
、

２７

豊
岡
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、　

日
２８

は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
の
見
学
、

城
崎
温
泉
散
策
。　

日
に
は
、
青

２９

空
市
場
・
公
設
市
場
、
豊
岡
駅
通

商
店
街
の
見
学
、
ミ
ニ
豊
岡
鞄
の

作
製
、
コ
バ
ス
利
用
に
よ
る
市
内

散
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月　

日
か
ら　

日
ま

１８

２４

で
の
７
日
間
、
出
石
中
学
校
と
港

中
学
校
の
生
徒
が
シ
ア
ト
ル
市
を

訪
れ
、
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
中
学
校
の

生
徒
と
交
流
を
深
め
る
予
定
で
す
。

　

寺
坂
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
（
出

石
町
寺
坂
）
の
建
築
工
事
が
完
了

し
、
６
月　

日
、
完
成
式
典
を
行

２８

い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
県
産

木
材
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
積

極
的
に
利
用
し
、
小
径
木
を
組
み

合
わ
せ
た
特
殊
な
工
法
に
よ
り
、

林
業
の
振
興
、
地
域
産
材
の
利
用

促
進
を
す
る
も
の
で
、
県
の
「
木

の
香
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」「
県
民

交
流
広
場
事
業
」
の
補
助
事
業
を

受
け
て
建
て
た
施
設
で
す
。

　

全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
木
製

デ
ッ
キ
、
県
民
交
流
広
場
（
一
部

床
暖
房
）、太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

を
備
え
、
人
と
環
境
に
優
し
い
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
太
陽
光
発
電
設
備
は
「
関
西
グ

リ
ー
ン
電
力
基
金
」
の
助
成
金
を

受
け
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
太

鼓
の
演
奏
や
寺
坂
幼
稚
園
・
小
学

校
の
園
児
・
児
童
に
よ
る
豊
岡
市

歌
の
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
寺
坂
地
区
で
の
公
民
館

活
動
、
交
流
活
動
、
子
育
て
・
防

災
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
中
学
校
国
際
交
流
訪
問
団
が
来
豊

姉
妹
校
の
出
石
中
学
校
生
徒
と
交
流
深
め
る ▲関係者によるテープカット

▲市役所前で記念撮影をするウィット
マン中学校の皆さんと関係者
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６
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、
第　

回
全
国
ト
ン

２８

２９

１９

ボ
市
民
サ
ミ
ッ
ト
豊
岡
大
会
が
城
崎
町
の
桃
島
池
周

辺
で
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ト
ン
ボ
を
シ
ン
ボ
ル
に
掲
げ
、
自

然
環
境
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
く
年
次
大
会
で
、
桃

島
池
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ヒ
ヌ
マ
イ
ト

ト
ン
ボ
の
観
察
会
や
、
ト
ン
ボ
の
置
か
れ
た
現
状
や

ト
ン
ボ
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ト
ン
ボ
研
究
者
、

ワ
ー
ナ
ー
・
ピ
パ
ー
博
士
が
「
日
本
の
人
々
が
ト
ン

ボ
を
守
り
、
親
し
み
を
持
っ
て
接
し
て
い
る
姿
を
見

て
感
動
し
た
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
１
泊
２
日
、
子
ど
も

１２

１３

の
野
生
復
帰
大
作
戦「
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

を
、
奈
佐
森
林
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
１
２
０
人
の
親
子
が
飯
ご
う
炊
さ
ん

で
夕
食
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
や
ク
ラ
フ
ト
を
し
て
大
自
然
の
中
で
親
子
や
他

の
家
族
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
親
子
で
自
然
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。

自
然
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
の

「
虫
」「
鳥
の
声
」「
ト
ゲ
の
あ
る
も
の
」「
キ
ノ
コ
」

な
ど
を
探
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
自
然
の
中

で
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
額
に
流
れ
る
汗
を

拭
き
な
が
ら
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
竹
野
川（
竹
野
町
小
丸
）の
川
原
で
、

１３

「
第　

回
川
に
親
し
む
つ
ど
い
」（
竹
野
ふ
る
さ
と
創

１７

生
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
竹
野
川
ウ
ル
ト
ラ
○
×
ク
イ
ズ
な

ど
の
楽
し
い
催
し
に
５
２
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

魚
の
つ
か
み
ど
り
は
、
ニ
ジ
マ
ス
８
０
０
匹
、
ア

マ
ゴ
５
０
０
匹
と
ウ
ナ
ギ　

匹
が
泳
ぐ
仮
設
の
い
け

２０

す
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
網
で
次
々
に
魚
を
獲

り
、
大
喜
び
で
し
た
。
ま
た
、
川
の
浅
瀬
で
は
、
水

遊
び
を
楽
し
む
親
子
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

鮎
も
住
む
竹
野
川
が
、
い
つ
ま
で
も
美
し
く
、
み

ん
な
に
親
し
ま
れ
る
川
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
熱

い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

▲竹を切って夕食で使うはしを作る親子

▲トンボの置かれた現状の解説に熱心に耳を傾ける
参加者たち

▲魚のつかみどりに奮闘する参加者たち

子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦

自
然
の
中 
耳
を
す
ま
せ
ば

 
鳥
の
声

第　

回
全
国
ト
ン
ボ
市
民
サ
ミ
ッ
ト
豊
岡
大
会

１９ト
ン
ボ
も
住
め
る
環
境
を

み
ん
な
で
考
え
る

第　

回
川
に
親
し
む
つ
ど
い

１７川
遊
び
は
、楽
し
い
よ　
!!
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

７
月
８
日
、
災
害
時
に
役
立
つ
体
験
教
室
を
出
石

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
１
歳
か
ら
５
歳
ま

で
の
幼
児
と
保
護
者
ら
１
３
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
参
加
者
は
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
や

地
震
時
の
心
得
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
消
防
車

や
救
急
車
を
見
学
。
子
ど
も
た
ち
は
、
消
防
服
に
身

を
包
み
、
消
防
士
の
気
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
続

い
て
非
常
食
の
カ
ン
パ
ン
や
ア
ル
フ
ァ
化
米
を
試
食

し
、
災
害
時
の
行
動
に
つ
い
て
気
持
ち
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
に
挑
戦
し
た
川
見
麻
紀
さ
ん
（
出
石
町

宮
内
）
は
「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
消
火
器
の
使

い
方
を
練
習
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
満
足
そ
う

で
し
た
。

　

７
月
３
日
、
日
高
地
区
公
民
館
の
老
人
学
園
開
講

式
に
合
わ
せ
、
講
演
会
と
健
康
劇
が
、
日
高
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
会
員
な
ど
約
２
５
０

人
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は「
認
知
症
」に
つ
い
て
の
講
演
、
第
２
部

で
は「
老
後
を
い
き
い
き
生
き
よ
う
」と
題
し
た
健
康

劇
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
劇
は
、
元
保
健
師
の

　

〜　

歳
代
の
女
性
グ
ル
ー
プ「
ふ
れ
あ
い
の
会
」と

６０

８０

地
元
有
志
に
よ
り
、
嫁
が
自
宅
で
両
親
の
介
護
に 
孤 こ

 
軍  
奮  
闘 
し
て
い
る
様
子
や
、
地
域
で
の
見
守
り
の
大

ぐ
ん 
ふ
ん 
と
う

切
さ
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
見
入
っ

て
ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
会
の
友
愛
訪
問
の
大
切
さ

を
再
確
認
し
合
う
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲認知症があり徘徊する義母と寝たきりの義父を自
宅で介護する嫁を演じる皆さん

　

７
月
５
日
、
第
２
回
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
が
但
東
町

赤
花
の
法
華
寺（
�
子
母
神
）で
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
故
郷
の
創
生
と
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
願
っ
て
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回

は
、
神
戸
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
ハ
ワ
イ
ア
ン

ダ
ン
ス
と
地
元
バ
ン
ド
の
生
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
で
は
、
レ
ッ
ス
ン
の
時
間
も
あ
り
、
来
場
者

も
加
わ
り
一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

　

住
職
の
吉
木
英
雄
さ
ん
は
「
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演

奏
に
触
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
が
元
気
に
な
っ
て
、

活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲消火訓練にチャレンジする参加者たち。狙った
所に届くかな

▲みんな上手に踊れたかな？ハワイアンダンスで楽
しい七夕♪

老
人
学
園
開
講
式
・
講
演
会
と
健
康
劇

認
知
症
の
熱
演
に

会
場
は
釘
付
け　
!!

災
害
時
に
役
立
つ
体
験
教
室

子
ど
も
も
大
人
も

消
火
訓
練
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

第
２
回
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

お
寺
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

地
域
を
盛
り
上
げ
る
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る
人
の
支
え
に
な
り
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
、
昨
年
２
月
に
同
会

を
立
ち
上
げ
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

「
リ
ハ
ー
サ
ル
室
」
で
定
期
的
に

企
画
、
準
備
な
ど
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、

自
身
も
足
を
運
ん
で
い

た
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
。
そ
こ
で
平
尾
さ
ん

は
「
バ
ン
ド
活
動
を
す

練
習
す
る
時
間
を
作
っ
て
市
内
の

小
さ
な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
　

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
で
は
、
お
客
さ
ん

８４

が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

平
尾
さ
ん
も
バ
ン

ド
に
所
属
し
、
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
そ
ろ
う
の
は
、
土

曜
日
の
夜
の
み
。
そ

れ
ぞ
れ
が
忙
し
い
中
、

▲リハーサル室でのライ
ブイベント

　
「
都
会
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

よ
う
な
バ
ン
ド
活
動
を
し
た
い
ん

で
す
。
音
楽
っ
て
楽
し
い
ん
で
す

よ
。
聞
け
ば
心
も
和
む
し
、
演
奏

す
る
私
た
ち
も
と
て
も
楽
し
い
で

す
」
と
熱
く
語
る
の
は 　
 
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ

      ハシ 
エ　
　

ン　
　

ダ

代
表
の
平
尾　

仁
さ
ん
。
市
内
だ

け
で
な
く
、
但
馬
で
バ
ン
ド
活
動

を
す
る
グ
ル
ー
プ
の
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
場
所
や
機
会
の
提
供
、

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
、
年
４
回
程

度
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
バ
ン

ド
グ
ル
ー
プ
を
募
っ
た
り
、
会
場

の
準
備
を
し
た
り
と
、
仕
事
と
両

立
さ
せ
な
が
ら
、
日
々
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

バ
ン
ド
と
は
、ヴ
ォ
ー
カ
ル（
歌

い
手
）、
ギ
タ
ー
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ

ム
な
ど
の
楽
器
を
担
当
す
る
奏
者

に
気
軽
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
入

場
料
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
る
リ
ハ
ー
サ
ル
室
は

元
々
、
ラ
イ
ブ
を
催
す
た
め
に
造

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
た
め
、

音
響
と
い
う
観
点
か
ら
は
満
足
の

い
く
設
備
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
機
材
や
設
備
は
レ
ン
タ
ル

し
て
出
費
を
抑
え
、
出
演
者
が
費

用
を
支
払
い
、
お
客
さ
ん
の
入
場

料
を
無
料
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
を
時
間
単
位
で
借

り
て
い
る
た
め
、
限
ら
れ
た
時
間

を
有
効
に
活
用
し
よ
う
と
、
出
演

者
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
み
ん
な
が

協
力
し
て
行
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
毎
回
、

異
な
る
３
組
の
バ
ン
ド
が
出
演
し

ま
す
。
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、

ま
た
、
但
馬
だ
け
で
な
く
福
知
山

市
や
舞
鶴
市
な
ど
か
ら
の
出
演
も

あ
り
ま
す
。「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
交
流
の
輪
が
広
が
れ
ば
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
年
齢
や
出
演
者

の
地
域
が
重
な
ら
な
い
よ
う
な
工

夫
も
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
音
楽
活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
の
印
象
を
少
し
で
も
良

く
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
市

内
各
地
の
清
掃
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
清
掃
を
行
っ
た
場
所
は
、
豊

岡
駅
通
り
や
竹
野
浜
な
ど
で
す
。

　
「
呼
ば
れ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
清

　

平
尾
さ
ん
は
「
こ
こ
豊
岡
で
ラ

イ
ブ
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
の
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
活
動
を

継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
標
。

そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
北
近
畿
で

『
音
楽
と
芸
術
の
祭
典
』と
い
う
位

置
付
け
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
み
た
い
で
す
ね
」
と
膨
ら

む
目
標
を
語
り
、
笑
顔
を
見
せ
ま

す
。
こ
こ
豊
岡
で
音
楽
の
祭
典
が

開
催
さ
れ
る
日
は
、
そ
う
遠
く
あ

り
ま
せ
ん
。
次
回
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
日
は
８
月　

日（
日
）。

２４

ぜ
ひ
、
来
場
く
だ
さ
い
。

掃
に
出
向
き
ま

す
」
と
頼
も
し
い

一
言
。
音
楽
活
動

が
好
き
だ
と
い
う

気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

８４

き
っ
か
け
は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
が
な
く
な
っ
た
こ
と

気
軽
に
音
楽
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
工
夫

清
掃
活
動
で
地
域
に
貢
献

▲８４ＥＮＤＡ代表の平尾さん。
　「仲間と音を合わせている時
の一体感がたまらない」と語
る。趣味は、詩を書くこと

８４ＥＮＤＡホームページアドレス
　http://84enda.com/

目標は音楽と芸術の融合
　地道な活動で大きな力に

音
楽
活
動
が
根

付
く
よ
う
な
橋

渡
し
役
を

平
尾　

仁
   

さ
ん（　

歳
）上
佐
野

ひ
と
し

３４

　

豊
岡
地
域
に
は
、
バ
ン
ド
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
活
躍
で
き
る

場
と
そ
の
機
会
の
提
供
を
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
会
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
。

▲県立但馬ドームの清掃活動
に汗を流す８４ＥＮＤＡのメン
バー
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豊
岡
地
域
で

寝
技
・
組
技
の

格
闘
技
を
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ

『
Ｔ－

Ｇ
ｒ
ａ

ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
』
は
、

毎
週
水
曜
日
の

午
後
９
時
か
ら

極
真
空
手
道
場（
桜
町
）を
借
り
て

練
習
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

市
内
や
香
美
町
か
ら
５
人
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
役
を
担
当
す
る
細
見
昌
宏

さ
ん（
高
屋
）は
「
グ
ラ
ッ
プ
リ
ン

グ
は
痛
い
、
怖
い
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
が
誰
も
が
気

軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
は
、
関
節

技
や
締
め
技
で
相
手
か
ら
ポ
イ
ン

ト
を
取
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
主
な

ル
ー
ル
は
、
１
人
対
１
人
で
、
３

〜
５
分
１
ラ
ウ
ン
ド
で
試
合
を
し

ま
す
。

　

勝
敗
は
、
関
節
技
・
締
め
技
に

よ
り
決
ま
り
、
そ
れ
が
な
い
場
合

は
テ
イ
ク
ダ
ウ
ン
や
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
、
パ
ス
ガ
ー
ド
な
ど
の
組
技

に
よ
り
与
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
に

よ
る
決
着
と
な
り
ま
す
。
同
ポ
イ

ン
ト
な
ら
審
判
員
の
判
定
で
決
ま

り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
掛
け
持
ち
で
取
り
組

ん
で
き
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
専
門
者
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
望
月
健
次
さ
ん

（
中
陰
）は
「
思
い
っ
き
り
体
を
動

か
せ
る
の
で
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な

り
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
汗
を
か

き
な
が
ら
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま

す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
筋
力
ア
ッ
プ

し
た
い
と
い
う
人
に
は
も
っ
て
こ

い
で
す
ね
」
と
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

同
会
は
積
極
的
に
大
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
発
足
し
て
１
年
半
、

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
「
ま
ず
は

１
勝
し
て
今
後
の
弾
み
と
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

▲「楽しく汗を流す」と元気なメン
バー

『
Ｔ－

 
Ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 
』（
豊
岡
）

テ
ィ
ー 

グ　
　

ラ　
　

ッ　
　

プ　
　

ル

寝
技
・
組
技
の
格
闘
技

　

６
月　

日
、
竹
野
南
地
区
公
民

２５

館
に
隣
接
す
る
森
本
へ
き
地
保
育

園
で
は
、「
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
行
わ

れ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
様
子
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　

３
歳
児
の

「
も
も
組
」、４

歳
児
の
「
ぶ
ど

う
組
」、５
歳
児

の「
め
ろ
ん
組
」

の
園
児
た
ち
が

ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

作
業
前
に
し
っ
か
り
と
手
を
洗
っ

て
準
備
万

端
で
す
。

い
き
ま
し
た
。

　

さ
ぁ
、
後
は

焼
く
だ
け
。
園

児
た
ち
は
早
く

食
べ
た
く
て
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
お

昼
ご
は
ん
の

時
間
に
な
っ

た
の
で
み
ん

な
で
給
食
を

食
べ
、
お
昼
寝
を
し
ま
し
た
。

　

お
昼
寝
が
終

わ
る
と
楽
し
み

に
し
て
い
た
お

や
つ
の
時
間
で

す
。
ま
だ
少
し

眠
い
目
を
こ
す

り
な
が
ら
水
筒

を
持
っ
て
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
に
集
合
。
３
種
類
の

ク
ッ
キ
ー
を
お
皿
に
取
り
分
け
て

も
ら
い
、
手
を
合
わ
せ
て
「
い
た

だ
き
ま
ぁ
す
」。み
ん
な
で
楽
し
く

食
べ
て
、
楽
し
い
思
い
出
の
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

今
日
は
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

今
日
は
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

に
挑
戦
だ
ぁ
！

に
挑
戦
だ
ぁ
！

早
く
食
べ
た
い
け
ど

早
く
食
べ
た
い
け
ど

ガ
マ
ン
ガ
マ
ン
…

ガ
マ
ン
ガ
マ
ン
…

6

森
本
へ
き
地
保
育
園 （
竹
野
） 

〈
園
児
１７
人
〉 

　

ま
ず
は
先
生
が

お
手
本
を
見
せ
ま

す
。
少
し
温
め
た

バ
タ
ー
を
ボ
ウ
ル

に
入
れ
て
、
そ
こ

に
砂
糖
を
加
え
て

混
ぜ
て
い
き
ま
し
た
。

　

次
は
、
バ
ニ
ラ
・
コ
コ
ア
・
抹

茶
の
粉
を
入
れ
て

さ
ら
に
混
ぜ
て
い

く
と
、
少
し
ず
つ

色
が
変
わ
っ
て
き

て
、
３
色
の
生
地

が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
生
地
を
薄
く
伸
ば
し

て
、
い
ろ
ん
な
形
に
か
た
ど
っ
て

い
き
ま
す
。 
詩  
乃 
ち
ゃ
ん（
５
歳
）

し 

の

は
�
マ
ー
ク
に
、 
涼
太 
く
ん（
５

り
ょ
う
た

歳
）は
☆
マ
ー
ク
に
か
た
ど
っ
て

何
味
の
ク
ッ
キ
ー
を
作
る
の
？

何
味
の
ク
ッ
キ
ー
を
作
る
の
？

�
・・
�
・・
�
…
い
ろ
ん
な
も

…
い
ろ
ん
な
も

の
を
か
た
ど
っ
て
み
よ
う

の
を
か
た
ど
っ
て
み
よ
う

お
昼
寝
の
後
は

お
昼
寝
の
後
は

楽
し
み
の
お
や
つ
の
時
間
！

楽
し
み
の
お
や
つ
の
時
間
！
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シ
リ
ー
ズ 

10

「
母
子
家
庭
へ
の
支
援
・
障
害
児
へ
の
支
援
」 

　

永
楽
館
に
は
、
専
用
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。
８
月
１
日（
金
）か

ら
５
日（
火
）ま
で
の
公
演
期
間
中
、

車
で
お
越
し
の
方
は
、
近
く
の
有

料
駐
車
場（
１
日
４
０
０
円
）を
利

用
く
だ
さ
い
。

■
施
設
の
観
覧
に
つ
い
て

　

８
月
９
日（
土
）か
ら
施
設
の
観

覧
を
開
始
し
ま
す
。
廻
り
舞
台
や

セ
リ
、
奈
落
な
ど
の
昔
な
が
ら
の

芝
居
小
屋
の
構
造
な
ど
が
見
学
で

き
ま
す
。
い
に
し
え
の
役
者
た
ち

の
息
づ
く
芝
居
小
屋
で
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
入
館
料　

大
人　

３
０
０
円
、

　

高
校
生
・
大
学
生　

２
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下　

無
料

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

▽
休
館
日　

第
２
・
４
木
曜
日
お

よ
び　

月　

日
・
１
月
１
日

１２

３１

※
施
設
利
用
が
あ
る
場
合
、
観
覧

を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

■
本
館
・
付
属
棟
施
設

の
利
用
に
つ
い
て

　

８
月
９
日（
土
）か
ら
施
設
の
利

用
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
各
種
発

表
会
や
会
議
、
地
区
の
行
事
な
ど

に
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

永
楽
館
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
利
用
で
き
る
日
時　

９
月
１
日

以
降
の
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１０

出
石
・
永
楽
館
通
信 

永
楽
館
の
入
館
や
利
用
に
つ
い
て 

⑫ 

　
７
月
２３
日
に
完
成
し
た
「
永
楽
館
」
に
つ
い
て
の
情 

報
を
発
信
し
ま
す
。
今
回
で
最
終
回
で
す
。 

《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室
�
２１
　
９
０
２
９ 

－
 

●
母
子
家
庭
の
相
談
の
窓
口

　

豊
岡
市
福
祉
事
務

所
の
母
子
自
立
支
援

員
が
、
母
子
家
庭
の

相
談
に
乗
り
ま
す
。

何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当

　

父
と
生
計
を
共
に
で
き
な
い　
１８

歳
未
満
の
児
童
（　

歳
未
満
で
心

２０

身
に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児

童
を
含
む
）
を
養
育
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
父
が
い
て
も
父
に
極
め

て
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
に
は

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
事
業

　

母
子
家
庭
の
母
を
対
象
と
し
て
、

各
種
の
指
定
講
座
の
受
講
に
対
し
、

本
人
が
支
払
っ
た
費
用
の　

％
に

２０

相
当
す
る
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
雇
用
保
険
に
あ
る
同
様

の
制
度
の
対
象
と
な
る
方
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
�　

－

７
０
３
１

２３

※
付
属
棟
や
付
属
設
備
の
利
用
料

お
よ
び
冷
暖
房
等
の
利
用
料
は

別
に
定
め
て
い
ま
す
。
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

空
き
状
況
を
確
認

（
電
話
可
）の
上
、
永
楽
館
窓
口

で
所
定
の
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
永
楽
館
（
出
石
町
柳
）

�　

－

５
３
０
０

５２

●
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

　

費
支
給
事
業

　

各
種
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、

２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修

業
し
、
そ
の
資
格
取
得
が
見
込
ま

れ
る
母
子
家
庭
の
母
に
対
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
に
は
、
訓
練
期
間
の
最
後

の
３
分
の
１
に
相
当
す
る
期
間

（　

カ
月
が
上
限
）に
支
給
さ
れ
る

１２訓
練
促
進
費
と
、
訓
練
期
間
の
終

了
後
に
支
給
さ
れ
る
入
学
支
援
修

了
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。　

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　

歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
養

２０
育
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
　

歳
未
満
の
重
度
の
心
身
障
害

２０
児
で
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
介

護
が
必
要
な
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

 
柿
落
大
歌  
舞  
伎 
公
演
中
の

こ
け
ら
お
と
し
お
お
か 

ぶ 

き

お
願
い
と
お
知
ら
せ

施
設
の
運
営
管
理
は

㈱
出
石
ま
ち
づ
く
り
公
社
が

行
い
ま
す

●
連
載
は
終
了
し
ま
す
が
、
永

楽
館
の
新
し
い
歴
史
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後

の
永
楽
館
の
ス
タ
ー
を
夢
見

て
、
こ
れ
か
ら
も
活
き
た
劇

場
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

426

出石総合支所 出石総合支所 
大手前 大手前 

西の丸 

鉄砲 

永楽館 
辰鼓楼 

出石城跡 

至但東 

谷
山
川
 

P 

P 

P 

P 

伊藤清永美術館 伊藤清永美術館 
家老屋敷 家老屋敷 

入口 入口 

利用料金

午後６時
～１０時

午後１時
～５時

午前９時
～正午

区分

１４，３００円１４，３００円１０，７００円平日

１７，２００円１７，２００円１２，８００円
土曜日・日
曜日・休日
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

昊
生
と
一
緒
に
い
る
だ
け
で
、み
ん

な
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
。す
く
す
く

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

（
父  
寛
・
母 
朋
絵
、日
高
町
国
分
寺
）

▽
田
中　

定
   

（
出
石
町
弘
原
）

さ
だ
む

　

こ
の
顕
彰
は
、
通
称
「
建
設
マ

ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
建
設
現
場

で
工
事
施
工
に
直
接
従
事
し
、
特

に
優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、

後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
る
方
を
国
土
交
通

大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
田

中
さ
ん
は
近
畿
で
唯
一
現
存
す
る

芝
居
小
屋
「
永
楽
館
」
の
復
原
工

事
に
、
大
工
の
棟
梁
と
し
て
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
功
労
者
表
彰

▽
小
谷　

果
   

（
正
法
寺
）

は
た
し

　

小
谷
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
危

険
物
の
安
全
管
理
や
自
主
保
安
体

制
の
確
立
を
図
り
、
防
火
思
想
の

普
及
啓
発
、
事
故
災
害
の
防
止
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
優
良
事
業
所
表
彰

▽
日
本
パ
ワ
ー
フ
ァ
ス
ニ
ン
グ
株

式
会
社
豊
岡
工
場
（
神
美
台
）

▽
日
本
シ
ー
ル
工
業
株
式
会
社
兵

庫
出
石
工
場（
出
石
町
鍛
冶
屋
）

■
優
良
取
扱
者
表
彰

▽
坂
田
聖
長

    

（
江
本
）

せ
い
ち
ょ
う

▽
原
田
耕
作
（
城
崎
町
桃
島
）

　

５
月　

日
、
出
石
町
安
良
で
発

２３

生
し
た
建
物
火
災
で
、
次
の
皆
さ

ん
は
早
期
発
見
、
通
報
、
初
期
消

火
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
谷
垣
美
帆
（
駄
坂
）

▽
古
家　

博
（
庄
境
）

▽
山
根
日
出
夫
（
日
撫
）

▽
宮
木　

晃
（
出
石
町
安
良
）

▽
西
村
健
雄
（
出
石
町
安
良
）

　

６
月
８
日
・　

日
に
県
立
西
猪

１４

名
公
園
球
技
場
（
伊
丹
市
）
で
開

催
さ
れ
た
第
８
回
日
本
ス
ポ
ー
ツ

マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

兵
庫
県
大
会
で
、
豊
岡
ス
ト
ー
ク

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう
ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

（
敬
称
略
）

兵
庫
県
危
険
物

安
全
協
会
理
事
長
表
彰

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。マ
イ

ペ
ー
ス
な
蒼
太
。こ
れ
か
ら
も
優
し

い
笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
見
せ
て
ね
。

（
父 
英
明
・
母 
祐
美
子
、戸
牧
）

（平成１９年５月３日生）

衛 藤 昊  生 
こう せい

ちゃん
（平成１９年７月２５日生）

片 岡 蒼  太 
そう た

ちゃん

優
良
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

兵
庫
県
知
事
表
彰

女
の
子
に
間
違
わ
れ
る
ほ
ど
可
愛
く
、

笑
顔
が
周
り
の
人
を
和
ま
せ
ま
す
。

プ
リ
ン
ス
登
湧
で
す
�

（
父 
一
男
・
母 
一
代
、日
高
町
上
石
）

２
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
た

く
さ
ん
お
話
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ね
�
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 
浩
二
・
母 
江
利
子
、高
屋
）

元
気
で
優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て

ね
！

（
父 
嘉
男
・
母 
彩
子
、戸
牧
）

（平成１８年６月５日生）

楠山 遥  斗 
はる と

ちゃん
（平成１８年７月２０日生）

栄木 登  湧 
と わ

ちゃん
（平成１９年５月２５日生）

木村 爽  夏 
そよ か

ちゃん

ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。
９
月　

〜
２０

　

日
に
高
知
市
で
開
催
さ
れ
る
全

２３国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

７
月
２
日
・
３
日
に
イ
ギ
リ
ス

（
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

ウ
ェ
イ
）で
開
催
さ
れ
た「
シ
ェ
ル
・

エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
Ｕ
Ｋ
２
０
０
８
」

に
参
戦
し
た
同
部
が
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）部
門

で
好
記
録
を
収
め
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
規
定
の
距
離
を
走

り
、
燃
料
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の

走
行
距
離
を
競
う
も
の
で
、
世
界

か
ら
７
部
門
に　

台
が
参
加
し
ま

７２

し
た
。
同
部
が
参
戦
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ

部
門
は
、
同
部
の
単
独
出
場
と
な

り
ま
し
た
が
、
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

８
７
１
･
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
昨

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長

感
謝
状

年
よ
り　
５２

キ
ロ
長
く

走
る
好
記

録
で
優
勝

し
ま
し
た
。

ま
た
、
総

合
成
績
で

は　

位
と

１７
健
闘
し
ま

し
た
。

▲但馬技術大学校自動車部の遠征
メンバー

第
８
回
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
兵
庫
県
大
会

で
豊
岡
ス
ト
ー
ク
ス
が
優
勝

但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車
部
が

　
　

省
エ
ネ
カ
ー
レ
ー
ス

世
界
大
会
で
好
記
録



22広報とよおか　2008.7.25

●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

電
気
の
コ
ー
ド
を

束
ね
た
ま
ま
使
用
し

て
い
る
と
、
加
熱
し

て
漏
電
や
火
災
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ド
は
伸
ば
し
て
使
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
電
気
の
安
全
な

使
用
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　
（
財
）関
西
電
気
保
安

協
会
豊
岡
技
術
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

５
５
０
８

２２

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く

の
方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
８
月　

日（
金
）、
日

１５

本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
、

正
午
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
祷
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
や
家
庭
な
ど

で
正
午
の
時
報
を

合
図
に
、
追
悼
と

平
和
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３

２４

８
月　

日
は

１５

　
「
戦
没
者
を
追
悼
し

　　　　
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

　

市
民
と
行
政
が
一
体
に
な
っ
て
、

環
境
や
未
来
を
考
え
る
契
機
と
す

る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

　

循
環
社
会
の
形
成
に
向
け
、
身

近
な
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
取
り
組

め
る
「
ご
み
」
を
減
ら
す
方
法
を

北
但
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
み
ん
な
で
考
え
よ
う

　　　　 　
ご
み
の
こ
と
〜

考
え
、
資
源
を
大
切
に
活
用
し
て
、

美
し
い
環
境
を
後
世
に
残
し
ま

し
ょ
う
。

▽
日
時　

８
月
３
日（
日
）午
後
１

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

香
住
区
中
央
公
民
館　

（
香
美
町
香
住
区
香
住
）

▽
内
容　
　
　

○
基
調
講
演
「
広
域
ご
み
・
汚
泥

処
理
施
設
整
備

事
業
の
概
要
に

つ
い
て
」

・
講
師　

中
貝
市

長（
北
但
行
政

事
務
組
合
管
理
者
）

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

テ
ー
マ
「
食
卓
か
ら
環
境
を
考

え
る
」

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

神
戸
山

手
大
学
教
授　

中
野
加
都
子
さ

ん
▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
環

境
係
�　

－

５
３
０
４
ま
た
は

２３

北
但
行
政
事
務
組
合

　

�　

－

５
５
０
４

２４

　
「
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
」の
但

馬
地
域
に
お
け
る
早
期
整
備
と
完

成
を
推
進
す
る
た
め
、
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
本
市
の
各
機
関
・

団
体
か
ら
構
成
す
る
「
豊
岡
市
民

会
議
」
の
呼
び
か
け
に
よ
り
開
催

し
て
以
来
、
今
年
で　

回
目
と
な

１４

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月　

日（
日
）午
後
１

１０

時　

分
〜
３
時
（
受

３０

　

付
は
、午
後
１
時
〜
）

▽
場
所　

市
民
会
館
文

　

化
ホ
ー
ル

▽
内
容　

基
調
講
演
、
意
見
発
表
、

　

決
議
文
採
択
、
関
係
者
へ
の
要

望
な
ど

▽
問
合
せ　

建
設
課
高
規
格
道
路

建
設
推
進
室
�　

－

１
１
１
５

２３

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　
　
　

早
期
実
現
促
進
大
会

〜
豊
岡
ま
で
あ
と
１
歩
！

市
民
の
熱
意
で
早
期
実
現
を
〜

期

間

期

間

催

し

催

し

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
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地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
べ

ろ
べ
ろ
節
」
や
「
松
坂
節
」
を
、

一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

　

匠
の
手
に

よ
っ
て
、
遠
い

昔
か
ら
現
在
ま

で
大
切
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
、

但
馬
の
風
土
に
あ
っ
た
伝
統
工
芸

品
を
中
心
に
匠
の
世
界
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
火
）ま
で

１０

１４

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

※
休
館
日
は
、
毎
週
水
曜
日

▽
場
所　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族

博
物
館　

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
身
障

者
お
よ
び　

歳
以
上
２
５
０
円
、

６５

小
中
学
生
２
０
０
円

※
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
利
用
者
は
無

料
※
常
設
展
も
観
覧
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民

族
博
物
館
�　

－

１
０
０
０

５６

▽
日
程
・
内
容　

○
８
月　

日（
木
）午

１４

後
７
時
〜
盆
踊
り
、

９
時　

分
〜
お
菓

１０

子
配
り

○
８
月　

日（
金
）午

１５

後
７
時
〜
盆
踊
り
、
８
時　

分
３５

〜
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

▽
場
所　

豊
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
◆
盆
踊
り
練
習
会

▽
日
時　

８
月
４
日（
月
）・
９
日

　
（
土
）午
後
７
時　

分
〜
９
時　

３０

３０

分
▽
場
所　

豊
岡
地
区
公
民
館　

３

階　

集
会
室

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
民
よ
う
振
興

会
豊
岡
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委

員
長　

日
下
部
さ
ん

　

�　

－

２
０
０
８

２２

　

友
達
と
一
緒
に
写
生
を
し
な
が

ら
、
自
然
に
触
れ
た
り
、
出
石
城

下
の
歴
史
を
再
発
見
し
て
、
夏
休

み
の
思
い
出
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◆ 
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ⅹ 　

コ
ウ
ノ
ト
リ
・

ヨ 
 

ネ 
 

ッ 
 

ク 
 

ス

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
（
シ
ン

グ
ル
ス
）　
　
と
よ
お
か

ｉｎ

▽
日
時　

８
月　

日（
木
）午
前
９

２１

時
〜（
受
付
は
、午
前
８
時　

分
４５

〜
）

▽
場
所　

神
美
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
対
象　
　

歳
以
下
の
方

１８

▽
参
加
費　

５
０
０
円

▽
定
員　

男
女
各　

人
（
最
少
開

４０

催
人
数
８
人
）

▽
申
込
期
限　

８
月　

日（
日
）

１７

◆
第
４
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
男
・
女
ダ

ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時　

８
月　

日（
土
）午
後
６

３０

時
〜
（
受
付
は
、
午
後
５
時　
３０

分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

▽
場
所　

神
美
台
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
ま
た

は
秋
葉
台
テ
ニ
ス

コ
ー
ト（
朝
来
市

和
田
山
町
）

▽
対
象　

テ
ニ
ス
歴
３
年
未
満
ま

た
は
試
合
経
験
が
浅
い
方

▽
種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子

ダ
ブ
ル
ス　

▽
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

▽
申
込
期
限　

８
月　

日（
金
）

２２

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
テ

ニ
ス
協
会　

斎
藤
直
喜
さ
ん

　

�
０
９
０－

３
４
９
６－

３
７
３
９

　
　
　

－

０
２
８
１

ＦＡＸ
４４

第　

回　
企
画
展
「
匠　
受
け

４０
継
が
れ
る
但
馬
の
手
仕
事
」

市
伝
統
芸
能
伝
承
事
業

　　　
豊
岡
盆
お
ど
り
大
会

募

集

募

集

子
ど
も
写
生
会 

　
〜
い
ず
し
城
下
を
描
く
〜

　　　　　　
参
加
者
募
集

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

　

完
成
し
た
絵
は
、
夏
休
み
の
課

題
作
品
や
、
秋
に
開
催
す
る
「
伊

藤
清
永
賞
子
ど
も
絵
画
展
」
へ
の

応
募
作
品
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月　

日（
土
）午
前
９

２３

時
〜
午
後
４
時
ご
ろ

▽
集
合
場
所　

伊
藤
清
永
美
術
館

前
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
、
出

石
総
合
支
所
市
民
ホ
ー
ル
）

　

※
小
雨
決
行

▽
対
象　

幼
稚
園
児
、
小
中
学
生

（
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
）

※
保
護
者
が
送
迎
く
だ
さ
い
。

▽
指
導　

元
小
中
学

校
の
先
生
な
ど

▽
参
加
費　

１
０
０

円（
保
険
料
含
む
）

▽
定
員　
　

人
５０

▽
持
ち
物　

絵
の
具
、
画
板
、
弁

当
、
水
筒
、
敷
物
、
帽
子
、
タ

オ
ル
（
汗
拭
き
用
）

※
画
用
紙
と
コ
ン
テ
は
準
備
し
ま

す
。　

▽
申
込
期
限　

８
月
７
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

伊
藤
清
永

　

美
術
館
�　

－

５
４
５
６　

５２
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豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の

お
知
ら
せ

（
〒
６
６
８
‐
０
０
３
１　

大
手

町
４
‐
５　

ア
イ
テ
ィ
７
階
）

�　

－

３
０
０
０

２４

　
　

－

３
０
０
４

ＦＡＸ
２４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

plaza@
city.toyooka.lg.jp

◆
神
戸
大
学
児
童
文
化
研
究
会

　

豊
岡
公
演

　
『
お
い
で　
お
い
で

　
　
　
　
　

観
に
お
い
で
！
』

▽
日
時　

８
月　

日（
木
）午
後
２

２１

時
〜
４
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
内
容

・
人
形
劇
「
う
た

を
忘
れ
た
う
た

歌
い
」

・
児
童
劇
「
す
て
き
な
雲
の
つ
く

り
方
」

▽
入
場
料　

無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▽
整
理
券
の
配
付　

豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
お
よ
び
各
子
育
て
セ
ン

タ
ー
、
市
民
会
館
、
図
書
館
本

館
・
分
館
、
城
崎
・
竹
野
・
日

高
地
区
公
民
館
、
但
東
市
民
セ

ン
タ
ー
で
配
付
し
ま
す
。

▽
託
児　

児
童
劇
に
は
、託
児（
満

１
歳
６
カ
月
か
ら
就
学
未
満
）

が
あ
り
ま
す
。
希
望
の
方
は
、

８
月　

日（
月
）ま
で
に
、
豊
岡

１１

市
民
プ
ラ
ザ
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

体
験
講
座
参
加
者
募
集

　

あ
な
た
も
戯
曲（
芝
居
の
台
本
）

を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▽ 
稽  
古 
日
時
・
場
所　

９
月
３
日
、

け
い 

こ

　

日
、　

日
、　

日
、　

月
１

１０

１７

２４

１０

日
、
８
日
、　

日
、　

日
（
計

１５

２２

８
回
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
の
午

後
７
時
〜
９
時
）
・
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

▽
発
表
公
演
日
時
・
場
所　
　

月
１０

　

日（
日
）午
後
７
時
〜
豊
岡
市

２６民
プ
ラ
ザ　

交

流
サ
ロ
ン

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
程
度

１０

▽
申
込
期
限　

８
月　

日（
月
）

２５

◆
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　

演
劇
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
Ｖ
Ｏ
Ｌ
５

　
　

キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

市
民
に
よ
る
創
作
演
劇
で
す
。

▽
公
演
日
時
・
場
所

・
３
月　

日（
土
）・　

日（
日
）…

２１

２２

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

・
３
月　

日（
土
）…
但
東
市
民
セ

２８

ン
タ
ー

▽
稽
古
日　

９
月
５
日（
金
）〜
年

内
は
週
１
回
程
度

▽
対
象　

高
校
生
以
上

※
高
校
生
は
、
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す
。

▽
定
員　
　

人
程
度

２０

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡

先
、
応
募

動
機
を
記

入
の
上
、ハ

ガ
キ
、フ
ァ

　

ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で

応
募
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限

　

８
月　

日
３１

　
（
日
）

◆
『
村
芝
居
ま
つ
り
』

出
演
団
体
募
集

　

各
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
で
発

表
さ
れ
る
村
芝
居
を
、
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
で
上
演

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
開
催
日　
　

月　

日（
月
・
祝
）

１１

２４

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

　

っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
対
象　

今
年
の
各
地
区
公
民
館

文
化
祭
で
演
劇
を
発
表
す
る
予

定
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

※
上
演
時
間
は　

分
以
内
で
、
転

４０

換（
準
備
と
片
付
け
）時
間
は　
１０

分
以
内
で
で
き
る
作
品

▽
参
加
費　

無
料

▽
募
集
組
数　

４
組

▽
申
込
方
法　

豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ

と
各
地
区
公
民

館
に
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の

上
、
地
区
公
民
館
を
通
し
て
、

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月　

日（
日
）

３１

　

県
で
は
、
不
登
校
な
ど
の
青
少

年
を
対
象
に
し
た
新
し
い
学
び
の

場
と
し
て
、
学
園
を
設
置
し
、
進

路
発
見
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。　

月
入
学
の
学
園
生
を

１０

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

県
内
在
住
の
中
学
を
卒

業
し
た　

歳
未
満
の
方
で
、
体

２０

験
学
習
や
寮
で
の
共
同
生
活
が

で
き
る
方

▽
在
籍
期
間　

２
年
以
内
（
全
寮

制
）

▽
授
業
料　

無
料
（
た
だ
し
、
食

費
、
活
動
費
な
ど
月
額
５
万
円

が
必
要
）

県
立
神
出
学
園

平
成　

年
度　

月
生
募
集

２０

１０
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▽
募
集
人
員　

年
間　

人
程
度

３５

▽
受
付
期
間　

８
月　

日（
木
）〜

１４

９
月　

日
（
水
）

１７

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
神
出

学
園
（
神
戸
市
西
区
）

　

�
０
７
８－

９
６
５－
１
１
２
２

　

夕
涼
み
が
て
ら
、

夏
の
星
空
を
一
緒
に

観
察
し
ま
せ
ん
か
？

も
し
か
し
た
ら
、
流

れ
星
が
観
ら
れ
る
か

も
…
。
も
ち
ろ
ん
、
夏
休
み
の
宿

題
に
も
な
り
ま
す
よ
！

▽
日
時　

８
月
６
日（
水
）午
後
８

時
〜　

時
１０

▽
場
所　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園　

駐
車
場（
祥
雲
寺
）

▽
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上

▽
内
容　

月
、
七
夕
の
星
、
天
の

川
の
観
察

※
雨
天
・
く
も
り
の
場
合
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
星
の
話
を

し
ま
す
。

▽
講
師　

里
の
会
の
皆
さ
ん

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
持
ち
物　

懐
中
電
灯
、
敷
物
、

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
、

※
双
眼
鏡
、
望
遠
鏡
、
星
座
早
見

表
な
ど
も
持
参
く
だ
さ
い
。

　

但
馬
に
お
け
る
短
詩
型
文
学
活

動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、短
歌
・

俳
句
・
冠
句
・
川
柳
の
合
同
作
品

発
表
と
研
さ
ん
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
前
９

１１

１５

時　

分
〜

４０

▽
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府

▽
対
象　

短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ

員
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方
、
児

童
・
生
徒

▽
応
募
点
数

・
一
般
の
部
…
各
部

門
１
人
１
点

・
児
童
・
生
徒
の
部
…
い
ず
れ
か

１
部
門
で
１
人
１
点　
　

▽
参
加
費　

１
部
門
１
、
０
０
０

円
（
児
童
・
生
徒
は
、
無
料
）

▽
応
募
期
限　

・
一
般
の
部
…
９
月
１
日（
月
）

・
児
童
・
生
徒
の
部
…
９
月
５
日（
金
）

▽
応
募
・
問
合
せ　

県
立
但
馬
文

教
府
�　

－

４
４
０
７

２２

▽
そ
の
他　

小
中
学
生
は
、
保
護

者
が
同
伴
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月
５
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
文
化
館
�　

－

７
７
５
０

２３

　

申
込
み
に
よ
り
、
実
技
指
導
を

受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
松
岡
さ
ん
の

ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
抽
選
会
も

あ
り
、
終
日
、
テ
ニ
ス
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
・
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
６
日（
土
）午
前
９

時　

分
〜
午
後
２
時　

分

５０

４５

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▽
内
容

○
キ
ッ
ズ
・
一
般
テ
ニ
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク（
事
前
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

の
申
込
み
必
要
）

・
講
師　

松
岡
修
造
さ
ん

○
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
（
自
由
参
加
）

○
修
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
当
日
申
込
み
）

○
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
抽
選
会

▽
定
員

・
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

人
８０

・
一
般
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

人
６０

・
修
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ　
　

人
３０

▽
ク
リ
ニ
ッ
ク
申
込
期
限　

８
月

　

日（
月
）

１８
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
そ
の
他　

入
場
料
は
無
料
で
観

覧
自
由
で
す
。

星
空
観
察
会
参
加
者
募
集

第　

回
但
馬
文
学
の
つ
ど
い

３３

作
品
募
集

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

　

ド
ー
ム（
〒
６
６
９
‐
５
３
７
９

　

日
高
町
名
色　

‐　

）

８８

５０

　

�　
－

１
９
０
０

４５

但
馬
ド
ー
ム
開
館　

周
年
記
念
事
業

１０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

　

松
岡
修
造
の
テ
ニ
ス
パ
ー
ク

参
加
者
募
集

　
　

月　

日（
土
）、　

日（
日
）に

１０

２５

２６

開
催
す
る
「
第　

回
大
石
り
く
ま

１１

つ
り
」
や
、
り
く
の
ふ
る
さ
と「
豊

岡
」の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
躍
す
る「
豊

岡
・
り
く
娘
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

但
馬
に
在
住
、
在
勤
し
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
未
婚
女

１９

３０

性
で
、
大
石
り
く
ま
つ
り
の
ほ

か
、
各
種
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
活
動

や
観
光
諸
行
事
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力

で
き
る
方

▽
任
期　

次
回
の
大
石
り
く
ま
つ

り
開
催
ま
で
（
約
１
年
間
）

▽
定
員　

２
人

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
申
込
方
法　

豊
岡
観
光
協
会
に

　

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
写
真
（
全
身
ま
た
は
上
半

　

身
）を
添
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

８
月
１
日（
金
）〜

　

日（
日
）

３１
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

大
石
り
く

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
豊
岡
観

光
協
会
内
）
※
水
曜
日
定
休

　

�　

－

８
１
１
１

２２

「
豊
岡
・
り
く
娘
」
募
集
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◆
作
品
募
集

　

但
馬
最
大
の
公
募
展
に
、
腕
を

振
る
っ
た
、
選
り
す
ぐ
り
の
作
品

を
応
募
く
だ
さ
い
。

　

出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
会
期　
　

月　

日（
金
）〜　

月

１０

３１

１１

４
日（
火
）

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
応
募
規
定

・
部
門
…
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
・
工
芸
、
図
画
、
習
字

※
作
品
は
、
未
発
表
で
本
人
制
作

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
範
囲

○
一
般
、
高
校
生
は
、
制
限
な
し

○
児
童
・
生
徒
は
、
但
馬
内
の
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
教
室
に
在
籍
す
る
就
学

前
園
児
お
よ
び
児
童
・
生
徒

▽
作
品
搬
入　

・
日
時　
　

月　

日（
水
）・　

日

１０

１５

１６

（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　

※　

日
は
午
後
６
時
ま
で

１６

・
場
所　

総
合
体
育
館
北
側
ア

リ
ー
ナ
入
口

▽
出
品
料　

一
般
の
部
１
、
６
５

０
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

▽
公
募
要
項
配
付
場
所　

文
化
振

興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育

委
員
会
分
室
、
各
地
区
公
民
館
、

図
書
館
本
館
、
市
民
会
館

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

美
術
展
を
応
援
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。
伝
統
あ
る
展
覧
会
に
あ

な
た
も
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
応
援
日
時　
　

月　

日（
火
）〜

１０

１４

　

月
７
日（
金
）の
希
望
の
日

１１
※
時
間
は
、
原
則
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
で
す
が
、
相
談
に
応
じ

ま
す
。
１
日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

▽
場
所　

総
合
体
育
館

▽
内
容　

作
品
展
示
、作
品
チ
ェ
ッ

ク
、会
場
設
営
、
会
期
中
の
受

付
・
見
回
り
な
ど

※
作
業
内
容
が
、
日
程
ご
と
に
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
相
談

の
上
、
決
定
し
ま
す
。

▽
対
象　

高
校
生
以
上
で
責
任
感

の
あ
る
方（
グ
ル
ー
プ
も
歓
迎
）

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
次
締
切
は　

月
１０

３
日（
金
）、
２
次
締
切
は　

月
１０

　

日（
水
）

２９
▽
そ
の
他　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

文
化
振
興

課
�　

－

１
１
６
０〔
た
だ
し
、

２３

　

月　

日（
火
）以
後
は
、
会
場

１０

１４

直
通
�　

－

４
４
０
１
〕

２２

▽
日
時　

８
月　

日（
日
）午
前
９

３１

時
〜

※
荒
天
中
止

▽
場
所　

円
山
川

城
崎 
漕  
艇 
場

そ
う 

て
い

（
３
０
０
ｍ
コ
ー

ス
）

▽
対
象　

小
学
４

年
生
以
上

※
小
学
生
の
み
の

編
成
は
対
象
外

▽
種
目

①
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア（
５
人
１
組
）

・
経
験
者
の
部
、
初
心
者
の
部

②
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル（
１
人
漕
ぎ
）

・
経
験
者
の
部
の
み

▽
参
加
費　

大
人
１
人
１
、
０
０

０
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

▽
練
習
日　

８
月　

日（
日
）午
前

２４

９
時
〜　

時　

分

１１

３０

▽
申
込
期
限　

８
月　

日（
金
）

１５

▽
そ
の
他　

留
意
事
項
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

円
山
川
城
崎

ボ
ー
ト
協
会
事
務
局（
城
崎
総

合
支
所
教
育
委
員
会
分
室
内
）

　

�　

－

０
０
０
１

３２

　

伝
統
文
化
で
あ
る
囲
碁
の
す
ば

ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

◆
大
人
の
た
め
の
「
囲
碁
教
室
」

▽
日
時　

８
月
１
日（
金
）〜
９
日

（
土
）午
後
２
時
〜
９
時

▽
場
所　

但
馬
囲
碁
セ

ン
タ
ー（
正
法
寺
）

▽
内
容　

・
初
心
者
…
ル
ー
ル
な

ど
初
歩
か
ら
指
導

・
中
級
者
…
自
由
に
対
局

▽
定
員　

初
心
者　

人
、
中
級
者

１０

　

人
２０

◆
夏
休
み
「
子
ど
も
囲
碁
教
室
」

▽
日
時　

８
月
４
日（
月
）〜
６
日

（
水
）午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

但
馬
囲
碁
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

幼
稚
園
児
〜
中
学
生

▽
内
容　

囲
碁
の
ル
ー
ル
な
ど
初

歩
か
ら
指
導

▽
定
員　
　

人
２０

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
囲
碁

ク
ラ
ブ（
関
西
棋
院
豊
岡
支
部
）

中
奥
正
幸
さ
ん
�　

－

４
１
２
７

２２

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

第　

回
城
崎
レ
ガ
ッ
タ（
ボ
ー

１７
ト
大
会
）参
加
者
募
集

第　

回
豊
岡
市
美
術
展
お
よ
び

５９
全
但
児
童
・
生
徒
作
品
展
の

作
品
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

囲
碁
教
室
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防
災
等
に
関
す
る
知
識
・
技
術

を
身
に
つ
け
、
地
域
や
職
場
の
防

災
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
講
し
ま
す
。

▽
場
所　

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

（
三
木
市
）

▽
対
象　

県
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方
で
、
地
域
・
職
場
の
防
災

の
担
い
手
の
方

▽
参
加
費　

無
料
（
資
料
費
等
３
、

０
０
０
円
程
度
必
要
）

▽
定
員　

１
２
０
人

▽
申
込
方
法　

県
但
馬
県
民
局
防

災
課
ま
た
は
市
防
災
安
全
課
、

各
総
合
支
所
総
務
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

８
月
１
日（
金
）〜

９
月　

日（
木
）

１８

▽
受
講
決
定　

９
月　

日
ご
ろ
に

２５

郵
便
で
連
絡
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

講
座
終
了
者
は
、
日

本
防
災
士
機
構
が
認
定
す
る
防

災
士
の
受
験
資
格
が
付
与
さ
れ

ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー（
〒
６
７
３
‐

０
５
１
６　

三
木
市
志
染
町
御

坂
１－

　

）
１９

　

�
０
７
９
４－
　

－

２
９
２
０

８７

　

０
７
９
４－

　

－
２
９
２
５

ＦＡＸ

８７

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
o
ik
ib
o
sa
i@
p
re
f.h
y
o
g
o
.

lg.jp

▽
日
時　

８
月　

日（
火
）午
後
２

１９

時
〜
４
時

▽
場
所　

日
高
農
村

　

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

観
葉
植
物
の
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ

　

ん
▽
参
加
費　

２
、５
０
０
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
申
込
期
限　

８
月
５
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政

書
士
会
但
馬
支
部　

高
田
勝
美

さ
ん
�　

－

２
０
４
０

２４

平
成　

年
度
ひ
ょ
う
ご

２０
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

　
２
０
０
８（
８
月
講
座
）

相

談

相

談

▽
日
時　

８
月　

日（
土
）午
後
１

１６

時
〜
４
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・
消

費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

　

契
約
、
申
請
、
届
出
な
ど
の
相

談
か
ら
書
類
の
作
成
ま
で
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
８
日（
金
）午
後
１

時
〜
４
時（
予
約
も
で
き
ま
す
）

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
市
民
・
法
務
相
談
会

■日時・内容
　１０月１１日午前１０時～、１０月２５日～３月
１４日午前１０時３０分～いずれも土曜日

日程講座内容区分

１０月１１日　主に災害のメカニ
ズム、防災のしくみ
等の基礎的内容につ
いて

第１クール １０月２５日

１１月８日

１１月１５日　主にリーダーシッ
プおよび自主防災組
織など地域での防災
活動について

第２クール １２月６日

１２月１３日

１月１０日　主に阪神・淡路大
震災および防災以外
の安全・安心、さらには
地域と企業・学校との
連携について

第３クール １月２４日

２月７日

２月２１日　これまでの研修の
総まとめと今後の活動
（新たな災害への対応
を含めて）について

第４クール ３月７日

３月１４日

�
０
１
２
０－

９
７
９－

４
５
１

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

�
０
７
８－

３
９
３－

１
８
０
３

８月のテーマ
内　　　容曜日

緑内障を見逃さな
いために月

どうしてこんなに
歯を削るの？火

巻き爪（陥入爪）とは水

肺 癌 の早期発見の
がん

ために
木

認知症の早期発見金～日

開
業
医
の
手
作
り

　
「
健
康
情
報

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

ホームページアドレス
http://www.fire-ac-hyogo.jp/（お知らせ版）
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市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
な

成
長
や
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
、

生
後
４
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
を
届
け
る
な
ど
し

て
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
が
訪
問　

　

民
生
・
児
童
委
員
や
主
任
児
童

委
員
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
な
ど
の
活
動
や
市
福
祉
事
務

所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
家
庭
児
童
相
談
室
な
ど

と
の
調
整
役
も
し
て
い
ま
す
。

　

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
地
区
担
当

の
民
生
・
児
童
委
員
が
訪
問
し
ま

す（
委
員
証
を
提
示
し
ま
す
）の
で
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
訪
問
時
間
は　

分
程
度

１０

　

原
則
、
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た

す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

訪
問
時
間
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
状
況

や
保
護
者
か
ら
の
相
談
内
容
な
ど

に
よ
り
ま
す
が
、
通
常　

分
程
度

１０

で
、
場
所
は
玄
関
先
で
す
。

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課

　

�　

－

０
０
５
３
、健
康
増
進
課

２９
�　

－

１
１
２
７
、社
会
福
祉
課

２４
地
域
福
祉
係
�　

－

７
０
３
３

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

こ
れ
か
ら
狩
猟
免
許「
わ
な
猟
」

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
市
内
在
住

の
方
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時　

８
月　

日（
日
）午
後
１

２４

時
〜

▽
場
所　

市
役
所
東
別
館　

講
堂

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

２０

の
方

▽
内
容　

狩
猟
「
わ
な
猟
」
に
関

す
る
知
識
に
つ
い
て

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
期
間　

８
月
１
日（
金
）〜

　

日（
月
）

１１
▽
そ
の
他　

こ
の
講
習
会
は
、
試

験
受
験
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

農
林
水
産

課
農
政
係
�　

－

１
１
２
７

２３

　

休
日
急
病
診
療
所
は
、
日
曜
、

祝
日
に
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
お
盆

も
診
療
を
行
い
ま
す

の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
お
盆
の
診
療
日
時　

８
月　

日
１５

（
金
）・
受
付
時
間
…
午
前
９
時

〜　

時　

分
お
よ
び
午
後
１
時

１１

３０

〜
４
時　

分
３０

※
休
日
急
病
診
療
所
の
診
療
日
等

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

休
日
急
病
診
療
所

　
（
城
南
町　

豊
岡
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
�　

－

９
２
１
９

２３

　

市
立
の

各
診
療
所

は
、
お
盆

の
期
間
、

次
の
と
お

り
休
診
し
ま
す
。

◆
森
本
診
療
所

　

�　

－

０
０
０
１

４８

▽
休
診
日　

８
月　

日（
木
）、　

１４

１５

日（
金
）

◆
神
鍋
診
療
所
�　

－

０
０
０
３

４５

▽
休
診
日　

８
月　

日（
水
）、　

１３

１４

（
木
）、　

日（
金
）

２２

◆
資
母
診
療
所
�　

－

０
３
０
３

５６

▽
休
診
日　

８
月　

日（
木
）、　

１４

１５

日（
金
）

◆
高
橋
診
療
所
�　

－

０
０
３
６

５５

▽
休
診
日　

８
月　

日（
木
）、　

１４

１５

日（
金
）

　

地
元
医
師
会
と

豊
岡
病
院
の
地
域

連
携
に
基
づ
く
小

児
救
急
診
療
の
８

月
の
日
程
お
よ
び

担
当
医
師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
で
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
緊
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

　

７
月
１
日
付
け
で
、
國
眼　

寛

さ
ん（
日
高
町
）が
、
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
、
他
の　

人
の

１６

委
員
と
共
に
、
人
権
問
題
（
差
別
、

い
や
が
ら
せ
、
い
じ
め
、
体
罰
な

ど
）
に
つ
い
て
、
相
談
に
当
た
り

ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

�　

－

１
１
１
６

２３

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正

な
待
遇
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

①
事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
雇
い
入
れ
の
際
に
、
労

働
条
件
を
文
書
な
ど
で
明
示
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

②
事
業
主
は
、
説
明
を
求
め
ら
れ

た
ら
、
待
遇
決
定
に
当
た
り
、

考
慮
し
た
事
項
を
説
明
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
、
待

講

習

講

習

市
立
診
療
所
の
休
診
のお知

ら
せ

初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会

そ
の
他

そ
の
他

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

休
日
急
病
診
療
所

お
盆
の
診
療
の
お
知
ら
せ

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が　　

改
正
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
決
定

担当医師（住所）月　日

国谷正史
（養父市八鹿町）

３日

８

月

中沢　洋
（出石町）

２４日

赤松　亮
（九日市）

３１日



29 広報とよおか　2008.7.25

ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

遇
を
差
別
的
に
取
り
扱
う
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
、

働
き
方
の
違
い
に
応
じ
て
、
待

遇
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

④
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
、
通

常
の
労
働
者
に
な
れ
る
機
会
を

つ
く
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑤
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
事
業

主
の
苦
情
・
紛
争
の
解
決
の
仕

組
み
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
労
働
局
雇
用
均

等
室

　

�
０
７
８－

３
６
７－

０
８
２
０

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
現
況
届
・
所
得
状
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
に
よ
り
８
月
分
以
降
の

受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す
の
で
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が

な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え

る
た
め
、
手
当
の
支
給
停
止
が
予

想
さ
れ
る
場
合
も
届
出
が
必
要
で

す
。

▽
提
出
期
間　

８
月　

日（
月
）〜

１１

　

日（
金
）

２２
▽
提
出
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
課

生
活
援
護
係
�　

－

７
０
３
１

２４

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

　

課

　

県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
改

正
に
よ
り
、７
月
１
日
か
ら
、「
車

両
運
転
時
に
音
楽
等
を
大
音
量
で

流
し
、周
囲
の
音
声
が
聞
こ
え
な
い

状
況
で
の
運
転
」
が
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
の
運
転

時
に
、
大
音
量
で
音
楽
な
ど
を
聞

い
た
り
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
イ
ヤ
ホ

ン
を
装
着
す
る
と
、
周
囲
の
音
が

充
分
に
聞
こ
え
な
く
な
り
、
重
大

事
故
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
自
動
車
の
サ
イ
レ
ン
音
や

踏
切
の
警
笛
音
な
ど
、
安
全
運
転

に
必
要
な
音
声
を
常
に
聞
き
取
れ

る
音
量
に
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

◆
他
に
改
正
さ
れ
た
こ
と

○
タ
ン
デ
ム
自
転
車
の
公
道
利
用

が
可
能
に

　

こ
れ
ま
で
、
６
歳
未
満
の
幼
児

１
人
乗
車
等
を
除
い
て
は
自
転
車

の
２
人
乗
り
は
禁
止
で
し
た
が
、

２
人
乗
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
視
覚

障
害
者
の
自
転
車
利
用
を
考
慮
し
、

タ
ン
デ
ム
自
転
車（
２
人
乗
り
用
）

を
公
道
で
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

〔
タ
ン
デ
ム
自
転
車
〕

　

複
数
の
サ
ド
ル
と
ペ

ダ
ル
を
装
備
し
、複
数
人

が
前
後
に
並
ん
で
乗
り
、

同
時
に
駆
動
で
き
る
自
転
車
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係
�　

－

１
１
１
１

２３

　

試
験
日
時
等
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

・
郵
送
ま
た
は
持
参
…
第
八
管
区

海
上
保
安
本
部
（
〒
６
２
４
‐

８
６
８
６　

舞
鶴
市
字
下
福
井

９
０
１
）

　

�
０
７
７
３－

　

－

４
１
０
０

７６

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
…
人

事
院
事
務
総
局
人
材
局
試
験
課

　

�
０
３－

３
５
８
１－

５
３
１
１

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
と

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状

況
届
を
提
出
く
だ
さ
い

海
上
保
安
学
校
・

　
海
上
保
安
大
学
校
学
生

　　　
採
用
試
験
受
験
案
内

試

験

試

験

大学校学生学校学生申込方法

８月２８日（木）～９月９日（火）７月２２日（火）～８月５日（火）郵送または持参受
付 ８月２８日（木）午前９時～９月３日（水）午後５時７月２２日（火）午前９時～２９日（火）午後５時インターネット

高等学校卒業または同等の資格を有する昭和６３
年４月２日以降に生まれた方

高等学校卒業または同等の資格を有す
る昭和６０年４月２日以降に生まれた方

対　　象

試験種目実施日時試験種目実施日時

学科試験

１１月１日（土）
午後１時４０分～

（受付は、　　　　
　午後１時１０分～）

航空課程　　　　
情報システム課程
海洋科学課程　　

船舶運航システム
課程９月２８日（日）

午前８時５５分～
（受付は、　　　　
　午前８時３０分～）

第
１
次
試
験

教養試験

教養試験１１月２日（日）
午前９時１５分～

学科試験作文試験
学科試験

１２月１２日（金）１０月１５日（水）第１次合格者発表

作文試験、人物試験、身体検
査、身体測定、体力検査

１２月１９日（金）
人物試験（航空課程を除く）身体検査、
身体測定、体力測定

１０月２０日（月）
　～２６日（日）

第
２
次
試
験

平成２１年１月２２日（木）
航空課程

１２月５日（金）
航空課程以外
１１月１３日（木）

航空課程は第２次
合格発表、その他
は最終合格発表　

－－
航空課程
　人物試験、身体検査、適性検査

１２月１３日（土）
　～１８日（木）

第
３
次
試
験

－－
航空課程
　平成２１年１月２２日（木）

航空課程
最終合格発表

車
両
運
転
時
の
音
楽
等
音
量
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8月の予定
図書館本館8月のカレンダー

土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

31
■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　

９日（土）午前１１時～２日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８
（竹野総合支所３階）　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

土曜おはなしのへや
２３日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

おはなし会
２４日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

絵本からのおくりもの
９日（土）・２３日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター内）　

６日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

９日（土）午後１時３０分～３時３０分日　時
出石農村環境改善センター　大会議室場　所
絵本の読み聞かせ、子育て支援などを通じて
地域の子どもたちに携わっている方または関
心のある方

対　象

大阪わらべうた音楽教育研究会の皆さん講　師
３０人（先着順）定　員
無料受講料
８日（金）申込期限

わらべうた講座

２３日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、ミニ工作など内　容

おはなし会

おはなしのこべや
９日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
（城崎総合支所２階）　

１日（金）・１５日（金）午前１１時～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

リサイクルブックフェア2008
２日（土）午前１０時～日　時
本館　中庭および視聴覚講演室（２階）場　所
図書カードをお持ちの方対　象
図書館で不要になった本や雑誌を自由に持ち帰っ
ていただきます。

内　容

いっしょにおはなし会
７日・１４日・２１日・２８日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳ぐらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのゆりかご
７日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

おはなし会
２３日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第５回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１７日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

図書館映画会

１０日（日）日　程
本館　視聴覚講演室（２階）場　所
午前１１時～正午　ムーミン谷の彗星（アニメ）

時間・
内容　 午後１時～２時３０分　かっ飛ばせ！ドリーマーズ（アニメ）

午後３時～４時５０分　民族の祭典（一般）

お子さん・一般向けの映画上映会です。入場料は無料です。
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8月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

ほっとたいむ
４日（月）午前１１時～日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
唱歌や童謡を一緒に歌います。その他、身長や
体重の計測も行います。内　容

小学生の手作り広場
２０日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
小学３年生以上　１２人（先着順）対　象
とってもかわいい動物たち（ゾウ、ウサギ、ネ
コ）を手縫いで作っちゃおう！内　容

グループＭＯＫＯの皆さん講　師
材料費として１体３００円
※針、糸、ハサミは持参してください。参加費

４日（月）～１５日（金）申込期間
会場までの送迎は、必ず保護者が行ってください。その他

なかよし広場
２１日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

１２日（火）午前１０時～１１時日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象

わいわいコーラス♪♪

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 

児童交流会
２２日（金）午前１０時～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象
小学校低学年の児童と遊びます。内　容

遊ぼう会
６日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎幼稚園場　所
就学前の子どもと保護者対　象
水遊び内　容
水着、着替え、お茶、水遊び道具（ある方）持ち物

パパと遊ぼうデー「親子ふれあい運動遊び」
９日（土）午前１０時～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の幼児とお父さん（お母さんやきょうだ
いの参加も大歓迎）　１５組（先着順）対　象

７日（木）申込期限

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館内） 

５日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
乳幼児と保護者、小学生　１５人（先着順）対　象
桐月由紀さん講　師
４日（月）申込期限

絵本を作ろう

９日（土）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター場　所
就学前の幼児（オムツをしていない幼児）とお
父さん対　象

水着、水泳帽子、タオル、お茶持ち物

パパと遊ぼうデー「プール遊び」

食育講演会
９月３日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館　研修室場　所
子育て中の保護者　※託児あり対　象
栄養士　岡�典子さん講　師

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高総合支所３階） 

子育てミニ講話
２２日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象
心身の成長と発達について内　容

親子ふれあい運動遊び
１８日（月）午前１０時３０分～１１時１５分日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の子どもと保護者対　象

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館内） 

親子運動遊び
２０日（水）午前１０時～１１時日　時
合橋地区公民館　多目的ホール場　所
子育て中の親子対　象

パパと遊ぼうデー
２３日（土）午前１０時３０分～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学までの子どもとお父さん（お母さんやきょ
うだいの参加も大歓迎）対　象

親子あそび、サーキットあそび　他内　容

おやこふれあいたいむ
２５日（月）午前１０時３０分～日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居やお手玉をします。その他、身長や体重
の計測も行います。内　容

赤ちゃん運動会
９月６日（土）午前１０時～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳までの子どもと保護者、家族３５組（先着順）対　象
１８日（月）～２９日（金）申込期間

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター内） 

段ボール遊び
６日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
子育て中の親子と幼稚園児、小学生対　象
段ボール箱を使って家を作ったり電車ごっこ
をして遊びます。内　容

わらべうた遊び
８日（金）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
子育て中の親子と幼稚園児、小学生対　象
大阪わらべうた音楽教育研究会講　師
参加希望の方は事前に連絡ください。その他
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
市民会館

�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）
豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）

�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

■黒沼ユリ子の「夕鶴」コンサート
　～日本とメキシコを結ぶ夕べ～
　日本とメキシコ友好４００年記
念コンサートに、黒沼ユリ子さん
の指揮の下、メキシコ人が「夕
鶴」を日本語で歌い上げます。

　９月４日（木）
開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席指定
　Ｓ席３，０００円　Ａ席２，０００円
（高校生以下は各半額、友の
会は各３００円引き、当日券は
各３００円増）

◇チケット発売中（各プレイ
ガイドでも購入できます）

黒沼ユリ子

■３つの名曲コンサート
　秋彩の心和む季節、３夜にかけてクラシックの名曲を
お楽しみください。３つのコンサートを鑑賞される皆さん
にはお得なセットチケットをお勧めします。セットチケット
予約期間は１０月２日（木）までで、座席指定できます
（各プレイガイドでも購入できます）。
【第１幕】　ピアノ三重奏の夕べ
　　　　（ヴァイオリン・ピアノ・チェロ）

　１０月３日（金）開演１９：００（開場１８：３０）

◇チケット発売中

【第２幕】
　高橋多佳子
　ピアノコンサート
　１０月２４日（金）
　開演１９：００（開場１８：３０）
◇チケット発売開始日
　友の会　８月２日（土）
　一　般　８月９日（土）　
【第３幕】
　及川浩治
　ピアノコンサート
　１１月９日（日）
　開演１４：００（開場１３：３０）
◇チケット発売開始日
　友の会　８月２３日（土）
　一　般　８月３０日（土）

◇入場料　全席自由 一般2,000円 高校生以下500円
　　　　　（３幕とも同一料金です）
　　　　・セットチケット（座席指定可）
　　　　　友の会 4,500 円　一般 5,000 円
　　　　　高校生以下 1,500 円

ヴァイオリン
白井　篤

ピアノ
海野春絵

チェロ
海野幹雄

■「祈り－１９４５」平和を願う朗読劇・豊岡２００８
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌を
構成したオリジナル台本で上演する朗読劇です。市民
公募の実行委員会が制作から朗読までを手がけ、賛同
のメッセージも展示します。
　８月９日（土）　開演１４：００（開場１３：３０）
　　　　　　　　開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　　　　　一般５００円　中学生以下　無料（ただし、無

料入場券が必要です）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、７

月 30 日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※チケット、無料入場券は、市民プラザのほかに市民
会館、図書館本館、城崎･竹野･日高地区公民館、ひ
ぼこホール、但東市民センターでも購入できます。

　
　長崎原爆資料館提供による写真展も同時開催します。
　８月４日（月）～１０日（日）
◇場　所　交流サロン

■「ナガサキ原爆被災写真展」
（長崎原爆資料館提供）同時開催

■第５回 高校生バンド☆バトル
　今年も地元高校生バンドの熱い戦いが繰り広げられ
ます。優勝はどのバンド？お見逃しなく！
　８月１７日（日）　開演１３：３０（開場１３：００）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　無料

■第４９回 サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、交
流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを開催し
ています。気軽にお立ち寄りください。
　８月３１日（日）　開演１５：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　森脇圭一、大石真里奈
◇内　容　チューバとピアノのアンサンブル
◇曲　目　タイタニック愛のテーマ　ほか
◇入場料　無料　
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

　８月３０日（土）
　開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席指定　５００円
　　　　　中学生以下無料
　（友の会は各３００円引き ､
　当日券は３００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

■第６回アカペリンピック ｉｎ とよおか

■サロンｄｅ    「読みしばい」ｖｏｌ．６
ド

　８月３０日（土）　開演１９：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ドラマリーディング体験講座「ゆうゆう

クラス」のメンバー
◇内　容　但馬の民話、夢の 痂 （作・井上ひさし）

かさぶた

◇入場料　無料
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月の主な行事 

平成２０年 

8
August

●夏休み特別集中演劇講座
（１０：００～豊岡市民プラザ、～２日）

●永楽館柿落大歌舞伎
（第１部１１：３０～、第２部１６：００～出石永楽館、～５日）
●大人のための ｢囲碁教室 ｣
（１４：００～但馬囲碁センター　正法寺、～９日）
●柳まつり（豊岡駅通りほか、～２日）
●豊田七夕まつり（豊田商店街、～２日）

（金）１

●サマー・スノー・フェスタ
（１０：００～青井浜海水浴場、１３：００～弁天浜海水浴場）
●「青少年のための科学の祭典２００８」
ひょうご８会場大会（１０：００～但馬文教府、～３日）

●筑波大学大学院人間総合科学研究科久野研究室
特別公開講座（１３：３０～豊岡健康福祉センター）

（土）２

●サマー・スノー・フェスタ
（１０：００～切浜海水浴場、１３：００～竹野浜海水浴場）
●木簡を作ろう－これでみんなも古代の

役人だ－（１３：３０～但馬国府・国分寺館）
●北但地域環境フォーラム

（１３：３０～香住区中央公民館　香美町）
●九州石油バレーボール教室　ＩＮ　豊岡

（１９：００～総合体育館）
●神鍋火山まつり（２０：００～神鍋山周辺）

（日）３

●ナガサキ原爆被災写真展
（９：００～豊岡市民プラザ、～１０日）

●夏休み「子ども囲碁教室」
（９：００～但馬囲碁センター、～６日）

●ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）
●第３２回城崎温泉ふるさと祭り「ゆかたの日」

（１８：００～城崎温泉街）

（月）４

（火）５
●遊ぼう会（１０：３０～城崎幼稚園）
●星空観察会（２０：００～県立コウノトリの郷公園）
●第６回城崎温泉湯流れ万灯（城崎温泉街）

（水）６

（木）７
（金）８

●地元探検隊（１０：００～気比の浜、城崎マリンワールド）
●パパと遊ぼうデー（１０：００～城崎子育てセンター）
●パパと遊ぼうデー

（１０：３０～竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター）
●『祈り－１９４５』平和を願う朗読劇・豊岡２００８

（１４：００～、１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）９

●豊岡コウノトリ・テニス大会（団体戦）
（９：００～神美台テニスコート）

（日）１０

●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

（月）１１

●わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）（火）１２

平成２０年７月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,359 

43,247 

47,112 

31,873

（－49人） 

（－42人） 

（－7人） 

  （－4世帯） 
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（水）１３
●豊岡盆おどり大会（１９：００～豊岡小学校グラウンド、～１５日）
●盆おどり（四所神社境内、～１６日）

（木）１４

●赤野区ふれあい夏まつり（１９：００～子午線公園周辺　但東町中山）（金）１５
●竹野川新橋灯篭流し（１９：００～竹野川左岸河川敷）（土）１６
●第５回高校生バンド☆バトル（１３：３０～豊岡市民プラザ）（日）１７
●親子運動遊び（１０：３０～日高子育てセンター）（月）１８
●手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
●たじま花と緑の教室２００８〔８月講座〕

（１４：００～日高農村環境改善センター）

（火）１９

●親子運動あそび（１０：００～但東子育てセンター）（水）２０
●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
●神戸大学児童文化研究会豊岡公演
〔人形劇・児童劇〕（１４：００～豊岡市民プラザ）
●城崎灯籠流し（夕刻～城崎温泉街）

（木）２１

●児童交流会（１０：００～城崎子育てセンター）
●子育てミニ講話（１０：３０～日高子育てセンター）
●すくすく祭り（１７：００～竹野子育てセンター）

（金）２２

●子ども写生会～いずし城下を描く～（９：００～伊藤清永美術館）
●第４１回文教府夏期大学（１０：００～市民会館）
●パパと遊ぼうデー（１０：３０～子育て総合センター）
●高校生のための「演劇講座 ｣

（１４：００～豊岡市民プラザ、～１１月１日）
●長谷区「万燈まつり｣（長谷区前農道）
●竹野南地区変装おどり大会（２０：００～森本中学校）

（土）２３

●愛宕の火祭り
（２１：００～伊福部神社　出石町中村）

●奥藤万灯（但東町奥藤）

（日）２４

●おやこふれあいたいむ
（１０：３０～子育て総合センター）

（月）２５

（火）２６
（水）２７

●絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）
●ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（木）２８

（金）２９
●竹野ファミリーキャンプ（１３：３０～たけのこ村、～３１日）
●第６回アカペリンピック　ｉｎ　ＴＯＹＯＯＫＡ

（１８：３０～市民会館）
●サロンｄｅ「読みしばい」ｖｏｌ．６

（１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）３０

●第２９回兵庫神鍋高原マラソン全国大会
（８：２０～但馬ドームおよび神鍋高原周回コース）
●城崎レガッタ（ボート大会）

（９：００～円山川城崎漕艇場）
●第４９回サロンコンサート（１５：００～豊岡市民プラザ）

（日）３１
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古代の出石を見て、触って、体験 

（出石川防災センター） 

いずし古代学習館 いずし古代学習館 いずし古代学習館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 7

■所 在 地　豊岡市出石町袴狭３８０‐１  �５２－７１００  FAX ５３－１０７０ 
■開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 
■休 館 日　毎週木曜日（祝日・休日の場合は翌日）、 
　　　　　　年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　無料 

出石神社 

小野小学校 

至但東 
神美トンネル 

袴狭右岸バイパス 

至豊岡 

至日高 

至但東 

出
石
川  

いずし古代学習館 
426

482

ひぼこホール 

当館職員の�岡由香里が　　
　　　　　ご案内します。

　いずし古代学習館は、出石川防災センターの中にあり、「 袴  狭 遺跡を
はか ざ

はじめ、出石町からの出土品約１，０００点の遺物を、テーマ別に分かりや
すく展示しています。「古代展示室」をメインに、手に持って触れられ
る古代の剣・銅鏡・楽器や、ビデオで見る出石の神話、図書コーナーな
ど出石の古代を身近に感じることができる施設です。また、勾玉・土笛
作りや火おこし体験などもでき、子どもたち・親子の体験学習や、市民
の生涯学習の場としても利用できます。
　皆さん、ぜひ、お越しください。

　出石に伝わる神話を紹介していま
す。アメノヒボコ、出石乙女などの
神話がビデオで観られます。

▲古代展示室（神話）

　「人形」「馬形」など、役人たちが
使った儀式の道具を大量に展示して
います。

▲古代展示室（古代の祈り）
　見て、触って、楽しみながら古代
人のくらしを体験できます。ビデオ
鑑賞、読書も楽しめます。

▲体験・図書コーナー
　学習館のすぐ南にある国史跡「此   

この

 隅  山 城跡」を紹介しています。戦国
すみ やま

大名「山名氏」の本城跡で、学習館
裏から遊歩道があります。

▲古代展示室（中世の山城）

　円山川の水害の歴史や生き物のパ
ネル展示。ゲームで学ぶ水防訓練。
河川情報の検索などができます（国
土交通省の展示）。

▲防災展示コーナー
　古代のくらしや、古墳、役所、祈
りなどをテーマ別に分かりやすく展
示しています。「古代船団の線刻画」
など全国的に貴重なものもあります。

▲古代展示室


